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1,は じ め に

　 世 界 に 存 在 す る 狩 猟 採 集 民 に関 す る 文 化 人 類 学 的 研 究 は 、 こ の10年 の 間 に 大 き な 曲

り角 を 迎 え て い る 。1980年 代 の 前 半 か ら狩 猟 採 集 民 の 研 究 は、 最 適 採 資 源 理 論(optimal

foraging　theory)の 適 用 に よ っ て 新 た な 生 態 学 的 ア プ ロ ー チ の 時 代 を 迎 え た 。 ま た 、 ほ ぼ

同 時 期 に 、 ア フ リ カ の サ ン ら こ れ ま で 所 与 の 環 境 に 適 応 して き た と さ れ る 狩 猟 採 集 民

に つ い て の 生 態 学 的 な 研 究 に 対 す る 批 判 が 、 考 古 学 者 や 文 化 人 類 学 者 か ら起 こ り 、 世

界 シ ス テ ム 理 論(Wallerstein　 1974)や 従 属 理 論(Frank　 1971)に 基 づ く狩 猟 採 集 民 モ デ ル が 提

起 さ れ 、い わ ゆ る ブ ッ シ ュ マ ン論争 が 発 生 した(Denbow　 l986,　Schrire　ed.1984,　 Schrire　l980,

Solway　 and　Lee　1990,　Headland　 and　Reid　1989,　Lee　1992,　Wilmsen　 and　Denbow　 1990;Wilmsen
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1983)。 かか る意 味 で狩猟 採集 民研究 は、活 況 を呈 して いる と言 って も過 言 では ない。

　 しか しなが ら、E.バ ー チ(Burch　1994)は 、過 去30年 を振返 り、現 在の狩猟 採集 民研究

が 、現 実的 な問題 、方 法論的 な問題 お よび概念 の問題 の3つ の大 問題 に直 面 してい るこ

とを指摘 してい る。現 実 的な 問題 とは、 研究 対 象で あ るいわ ゆる狩 猟採 集民 社会 が消

滅 しつ つあ る とい う現 実 の問題 で あ る。 方 法論 的な 問題 とは、 普遍 論者 と歴 史的個 別

主 義者 との 間で 争点 とな って い る もの で あ り、 狩猟採 集 民の一 般理 論 の構 築が現 在の

狩 猟採集 民 を研 究す るこ とによ って はた して どの程 度、 可能 か とい う問 題 であ る。 そ

して概念 の 問題 とは、 カナ ダのイ ヌイ ッ ト、オ ー ス トラ リア先住民 や カナ ダ北西 海岸

イ ンデ ィア ンの トリンギ ッ トな どの よ うに狩猟採 集 民 にはか な りの多様 性が み られ る

が 、 それを一 括 す る狩猟 採集 民 とい う概 念 が はた して学 問的 に意 味の ある カテ ゴ リー

であ るの か とい う問題 で ある。 この最後 の 問題 に関 して は、マ イヤ ース(Myers　1988)や

フ ァイ ト(Feit　1994)も 狩猟採集 民 の社会 は、独 自の属性 を もつ カテ ゴ リーでは ない との

見解 を表明 して いる。現 在の狩猟採 集民社 会研究 は、 これ らの問題 と直 面 してお り、こ

れ ら3つ の問題 の うち どれ をと って も狩猟採 集民 研究 の存 在意義 を否定 す るに十 分な理

由 とな りうる こ とが 明 らか に され てい る(Burch　1994)。

　 ところで、極 北の民 であるイ ヌイ ッ ト(lnuit)やユ ッピック(Yup'ik)な どの極 北民族(注

1)に つい ての文 化人類 学 的研究 には どの よ うな傾 向が み られ 、その 研究 の現 状 は どの

よ うな もので あ ろ うか。 この論 文で は、過 去10年 に北米 で行 なわれ た極北 研究 の動 向

と現状 を吟 味す る こ とによ り、研究 主題 の 変化 をた ど ると と もに、 研究 課題 の現 状 と

展望 を検 討 して み たい。 な お、紙 数の 関係 上、本 論 文で は ヨー ロ ッパ や 日本 で 活躍 し

てい る極 北研 究 者 の研究 動 向や現 状を紹 介 し、 検討 す る ことはで きな い ことを あ らか

じめ お断 り して お きた い。

2.イ ヌ イ ッ ト お よ び ユ ッ ピ ッ ク の 歴 史 的 概 観 と 現 状

　 まず 、 イ ヌ イ ッ トと ユ ッ ピ ッ ク と い う民 族 の 実 態 を 論 じ、 定 義 し て お き た い。 こ れ

ま で シ ベ リア の 東 北 部 の 極 北 地 域 、 ア ラ ス カ 、 カ ナ ダ お よ び グ リー ン ラ ン ドの 極 北 地

域 で生 活 を営 ん で き た 北 方 狩猟 民 は 、エ ス キ モ ー(Eskimo)と 一 括 して 呼 ば れ て きた(Damas

1984;ス チュアート1993:85-88)が 、 こ の 分 類 は 外 部 の 者 に よ る も の で あ り、民 族 や 杜 会 の 単 位

を 反 映 し た もの と は 言 い 難 い 。 こ れ ま で の と こ ろ 、 い わ ゆ る 欧 米 人 と 接 触 す る直 前 な

い し直 後 の エ ス キ モ ー 社 会 の 分 類 は 、 マ ー ドッ ク ら(Murdock　 and　O'Leary　 1975)や ダ マ ス

(Damas　 ed.1984)に よ って 行 な わ れ て き た 。 例 え ば 、 マ ー ドッ ク らは 、 ユ イ ッ ト、南 ア ラ

ス カ ・エ ス キ モ ー 、西 ア ラス カ ・エ ス キ モ ー 、 北 ア ラ ス カ ・エ ス キ モ ー 、 マ ッ ケ ン ジ ー ・

エ ス キ モ ー 、 コパ ー ・エ ス キ モ ー 、 カ リブ ー ・エ ス キ モ ー、 ネ ツ リ ッ ク ・エ ス キ モ ー 、
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サ ザ ン プ ト ン ・エ ス キ モ ー 、 イ グ ル ー リ ク ・エ ス キ モ ー 、 パ フ ィ ン ・エ ス キ モ ー 、 ラ

ブ ラ ドー ル ・エ ス キ モ ー 、 ポ ラ ー ・エ ス キ モ ー 、 西 グ リ ー ン ラ ン ド ・エ ス キ モ ー お よ

び 東 グ リー ンラ ン ド・エ ス キ モ ー そ して ア リュ ー トに極 北 諸 民族 を 分 類 して い る(Murdock

and　O'Leary　 1975:2)。 一 方 、 ダ マ ス は 、 シベ リ ア ・エ ス キ モ ー 、 太 平 洋 エ ス キ モ ー 、 南

西 ア ラ ス カ ・エ ス キ モ ー 、 セ ン トロー レ ンス 島 エ ス キ モ ー 、ベ ー リ ン グ海 峡 エ ス キ モ ー、

コ ツ ビ ュ ー 湾 エ ス キ モ ー 、 北 ア ラ ス カ 内 陸 エ ス キ モ ー 、 北 ア ラ ス カ 海 岸 エ ス キ モ ー 、 マ

ッ ケ ン ジー デ ル タ ・エ ス キ モ ー 、 コパ ー ・エ ス キ モ ー 、 ネ ツ リ ッ ク ・エ ス キ モ ー 、 カ

リブ ー ・エ ス キ モ ー 、 イ グ ル ー リ ク ・エ ス キ モ ー 、 サ ッ リ ミュ ー ト ・エ ス キ モ ー 、 パ

フ ィ ン ラ ン ド・エ ス キ モ ー 、 ケ ベ ッ ク ・イ ヌ イ ッ ト、 ラ ブ ラ ドー ル 海 岸 エ ス キ モ ー 、 ポ

ラ ー ・エ ス キ モ ー 、 西 グ リー ン ラ ン ド ・エ ス キ モ ー お よ び東 グ リ ー ン ラ ン ド ・エ ス キ

モ ー と い う分 類 を 採 用 して い る(Damas　 ed.1984:ix)。 これ らの 分 類 も あ る意 味 で は、 人 類

学 者 や 言 語 学 者 に よ る もの で あ り、 必 ず し も 実 態 を 反 映 した も の と は い え な い し、 そ

の 社 会 お よ び 地 理 的境 界 は 時 代 と と も に 変 化 して い る 可 能 性 も否 定 で き な い 。 バ ー チ

が 北 西 ア ラ ス カ 地 域 の エ ス キ モ ー や カ リブ ー ・イ ヌ イ ッ トに 対 して 行 な っ た 伝 統 エ ス

キ モ ー 社 会 の 分 類 もあ る が 、 他 の 地 域 で は こ の よ う な 詳 細 な 社 会 分 類 研 究 は 行 な わ れ

て い な い の が 現 状 で あ る(Burch　 l980;1986b)。

　 と こ ろ で1960年 代 よ り各 地 の 極 北 民 は 、 カ ナ ダ や 米 国 政 府 な ど の 北 方 政 策 の 実 施 に

よ り、 遊 動 生 活 か ら定 住 生 活 へ と移 行 し、貨 幣 経 済 の 浸 透 も進 行 した 。1960年 代 か ら 各

地 の 極 北 地 域 で 国 家 と 極 北 先 住 民 と の 間 で 、 土 地 権 を は じめ と す る 先 住 民 と して の 諸

権 利 に関 す る 話 し合 い が もた れ る よ うに な っ た 。 この 結 果 、1971年 に は 、 ア ラ ス カ の 極

北 先 住 民 に 対 し、 ア ラ ス カ 先 住 民 諸 権 益 請 求 措 置 法(Alaska　 Native　Land　Claims　Settlement

Act)が 成 立 、1975年 に は ケ ベ ッ ク州 の 極 北 部 に す む イ ヌイ ッ トが ジ ェー ム ス 湾 協 定(James

Bay　and　Northern　Quebec　 Agreement)を 締 結 、1979年 に は グ リー ン ラ ン ドが 自治 州 と な り グ

リー ン ラ ン ド法(Greenland　 Home　 Rule)が 発 効 、1984年 に は カ ナ ダ 北 西 準 州 の イ ヌ ビア ル

イ ト(lnuvialuit)が 西 部 極 北 協 定(Western　 Arctic　Land　Claim)を 締 結 、 そ して1990年 に は 北

西 準 州 の 中部 お よ び 東 部 の イ ヌ イ ッ トが ヌ ナ ブ ト協 定(Nunavut　 Agreement)に 調 印 した(ス

チュアート印 刷 中)。 そ して 極 北 民 が 関 係 諸 政 府 と の 政 治 交 渉 と か か わ る 中 で 、 民 族 意 識 や

政 治 意 識 の 高 揚 が 見 られ て き た 。

　 現 在 で は 、 か つ て エ ス キ モ ー と 呼 ん で き た 人 々 の こ と を 次 の よ う に 呼 ぶ よ う に な っ

て き て い る(Damas　 l　984;Nattall　1992:ll;ス チュアート1993)。 ロ シ ア で は 、 現 在 で もエ ス キ モ ー

が 使 用 さ れ て い るが 、 彼 ら 自身 は ユ ピ ギ ー ト(Yupiget)と 自称 して い る。 ア ラ ス カ で は、

極 北 民 の 総 称 と して エ ス キ モ ー と い う言 葉 が 使 用 さ れ て い る が 、 北 西 部 に 住 む 人 々 は

イ ヌ ピ ア ー ト(lnupiat)と 、 中 西 部 や 南 西 部 に 住 む 人 々 は ユ ッ ピ ッ ク(Yup'ik)と 自 称 して
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い る 。 カ ナ ダ で は 、1970年 代 に 入 り、民 族 差 別 を 反 映 す る と 考 え られ る エ ス キ モ ー と い

う言 葉 の 使 用 を 控 え よ う と す る動 き が マ ス コ ミを 中心 に 盛 り上 が り、 イ ヌ イ ッ ト(lnuit)

と い う用 語 が 公 称 と して 使 用 され る よ うに な っ て き た 。 しか しカ ナ ダ の 北 西 部 に 住 む

人 々 は 、 自 らを イ ヌ ビ ア ル イ ト(lnuvialuit)と 呼 ん で お り、 イ ヌ イ ッ トと は 自称 して い な

い 。 通 常 、 カ ナ ダ で イ ヌ イ ッ トと い う場 合 は 、 この2つ の グ ル ー プ の 総 称 と して 使 用 さ

れ て い る と 考 え て 良 い 。 グ リー ン ラ ン ドに は、 大 別 す れ ば3つ の 先 住 民 グ ル ー プ が 存 在

して き た。 グ リー ン ラ ン ドの 西 部 海 岸 は イ ヌ イ ッ ト(lnuit)や カ ラ リ ッ ト(Kalallit)が 自称

と して 、 西 北 部 で は イ ヌ グ ブ イ ト([nughuit)が 自 称 と し て 、 そ して 東 部 海 岸 地 域 で は イ

ト(lit)が 自称 と して 使 用 さ れ て い る。 グ リー ンア ラ ン ドに住 む こ れ らの 人 々の 総 称 と し

て カ ラ リ ッ トが 現 在 、 使 用 され る よ う に な っ て き て い る 。 こ の よ う に み る と これ ま で

エ ス キ モ ー と して 一 括 さ れ て き た 民 族 は 実 は 、 多 様 な 複 数 の 民 族 な い し集 団 か ら成 っ

て い る と い う こ と が で き る 。

　 エ ス キ モ ー の 言 語 は 、 言 語 学 的 に み る と 、 大 き くユ ッ ピ ッ ク方 言 と イ ヌ イ ッ ト/イ

ヌ ピア ー ト方 言 に 大 別 で き る こ と な どを 勘 案 して 、 本 論 文 で は ロ シ ア と ア ラ ス カ 中 西

部 お よ び 南 西 部 の エ ス キ モ ー を ユ ッ ピ ッ ク と ア ラ ス カ の 北 西 部 か ら カ ナ ダ と グ リー ン

ラ ン ドに か け て 住 む エ ス キ モ ー を イ ヌ イ ッ トと 呼 ぶ ご と に して お き た い 。

　 1990年 現 在 の 人 口分 布 で あ る が 、 お お よ そ の と こ ろ シベ リア の ユ ッ ピ ッ ク は1700名

余 り、 ア ラ ス カ の ユ ッ ピ ッ ク は27300名 余 り、 ア ラ ス カ の イ ヌ イ ッ ト(イ ヌ ピア ー ト)

は12900名 余 り(Dorais　 1992:239-243)、 カ ナ ダ の イ ヌ イ ッ ト(イ ヌ ビ ア リ ュ ー トを 含 む)

は36200名 余 り(Statistics　Canada　 1993)、 そ して グ リー ン ラ ン ドの イ ヌ イ ッ トは44000名 余

り(Nuttall　1992:1)で あ る 。

3.北 米 を 中 心 と し た 極 北 人 類 学 の 研 究 動 向

　　① 研究 史 の概 略 と1983年 までの研 究動 向

　極 北人類学 の歴 史は、100年 以上 にな る。 この 間、多数の 文化人 類学 的研究 、言 語学

的研究、考古学 的研究 や形質 人類 学的 な研究 が行 なわれ てきた(Damas　ed.1984)。 こ こで

は、 まず1983年 頃 まで の文 化人 類学 的研究 の動 向 につ いて整 理 して みた い(注2)。

　極 北人類 学 の本格 的 な開始 は、 フラ ンツ ・ボ ア ズ(Franz　Boas)に よ るカナ ダ東 部極 北

圏のパ フ ィン島での フ ィール ド調査(1883年)で あ ると考 えて よい。 この成 果は、1888年

に『 中央 エ スキ モー』 と して公刊 され たが 、 この研 究 は体系 的 な民族 誌 で ある とと も

に イ ヌイ ッ ト社 会 と自然環境 との関係 に注 目 して お り、生態 学 的視 点を取 り入れ た最

初の研究 で あ ると言 ってよ い(Boas　l888:417)。 これ 以降 、その 見方 は、 極北研 究の 中心

的な 視点 とな った。
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　 フ ラ ン ス の 社 会 学 者M.モ ー ス(Mauss　 1904-1905)は 、 当 時 、 存 在 して い た 民 族 誌 を 利

用 して 、 イ ヌ イ ッ トの 社 会 形 態 の 変 化 は 、季 節 の 変 化 に対 応 して い る こ とを 指 摘 し、 夏

と 冬 の 間 で の 環 境 の 周 期 的 な 変 化 が 、2つ の 異 な る社 会 形 態 を 生 み 出す と考 え た 。 彼 の

ア プ ロ ー チ は 、 生 態 学 的 視 点 を 取 り入 れ て い る と伴 に 、 社 会 を 全 体 と して 理 解 し よ う

と す る 全 体 論 的 ア プ ロ ー チ で もあ る 。

　 1920年 代 に は 、 ラ ス ム ッセ ンや ビル ケ ッ ト=ス ミス ら に よ る 第 五 次 チ ュ ー レ調 査 が

実 施 さ れ グ リー ン ラ ン ドの 西 北 部 か ら カ ナ ダ の 極 北 地 域 、 そ して ア ラ ス カ に か け て の

広 大 な 地 域 を 横 断 す る調 査 が 実 施 され た(例 え ばRasmussen　 l929,1931,1932;Birket-Smith

l929)。 ま た カ ナ ダ で は 、1900年 代 か ら1910年 代 に か け てD.ジ ェネ ス(Jenness　 1922,1928)

の コパ ー ・イ ヌ イ ッ トの 調 査 や ア ラ ス カ 北 部 沿 岸 地 域 と カ ナ ダ酉 部 極 北 地 域 に つ い て

の ス テ フ ァ ン ソ ン(Stefansson　 l9l3,1914)の 調 査 も実 施 さ れ た 。 これ らの 調 査 の 結 果 、 カ

ナ ダ の イ ヌ イ ッ トに つ い て の 科 学 的 な 知 識 が 増 大 した 。

　 極 北 の 文 化 人 類 学 的 研 究 は 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 に 急 速 に盛 ん に な った 。 こ の 背 景 に

は 、 米 ソ の 冷 戦 や 国境(主 権)問 題 が 発 生 し た た め に カ ナ ダ や 米 国 は 、 旧 ソ連 に 隣 接

す る 北 米 の 極 北 地 域 の 民 族 、 地 理 や 環 境 に つ い て さ ら に 多 く の 情 報 を 得 る 必 要 性 が 出

て き た と い う 政 治 的 要 因 が あ った 。 筆 者 は 、 こ の 国 家 が 抱 え る諸 問 題 と極 北 人 類 学 の

隆盛 と の 間 に は 因 果 関 係 が あ る と考 え て い る 。 と もあ れ 多 数 の フ ィー ル ド調 査 が 、1950

年 代 か ら1960年 代 に か け て 極 北 地 域 の い た る 村 落 で 実 施 さ れ た 。 例 え ば 、 ベ ー リ ン グ

海 の セ ン トロー レ ンス 島 で パ ー ジ(Hughes　 l　960)が 、 ア ラ ス カ 北 西 部 の イ ヌイ ッ トの 間 で

は スペ ンサ ー(Spencer　 l　959)、 ヘ ン リ ッ ク(Heinrich　 l　963)や バ ー チ(Burch　 1966)が 、グ ブ サ ー

(Gubser　1965)が ア ラ ス カ の ヌ ナ ミュ ー トの 間 で 、 ウ イ ル モ ッ ト(Willmot　 1961)が ケ ベ ッ ク

州 北 部 の イ ヌ ク ジ ュ ア ッ クで 、 サ ラ ダ ン=ダ ン グル ー レ(Saladin　d'Anglure　 l967)が ケ ッベ

ク州 北 部 の ウ エ イ カ ム ベ イ で 、 バ リ ク シ(Balikci　1964,1970)が カ ナ ダ 中 部 極 北 地 域 の ペ

リー ベ イ お よ び ケ ベ ッ ク 州 北 部 の ク ジ ュ ア ラ ー ピ ッ ク と ボ ブ ン グニ ッ ク で 、 グ レイ バ ー

ン(Graburn　 1960,1964,1969)が ケ ベ ッ ク州 北 部 の サ ル イ トで 、ホ ニ グマ ン夫 妻(Honigmanns

l965,1970;Honigmann　 l962)が カ ナ ダ の 西 部 極 北 地 域 の イ ヌ ビ ッ ク、 東 部 極 北 地 域 の イ ・・

ル イ トお よ び ケ ベ ッ ク州 北 部 の ク ジ ュ ア ラ ー ピ ッ ク で 、 ダ マ ス(Damas　 l963)が カ ナ ダ の

中 部 極 北 地 域 の イ グル ー リクで 、 ブ リ ッ グ ス(Briggs　 1970)が 中部 極 北 地 域 の バ ック リバ ー

で 、 ゲ ン プ ル(Guemple　 1966)と フ リ ー マ ン(Freeman　 1964,1967,1969-70)が ハ ドソ ン湾 の

ベ ル チ ャ ー 群 島 で 、 そ して ベ ン=ド ー ア(Ben-Dor　 1966)が ラ ブ ラ ドー ル の マ コ ビ ッ クで

調 査 を 行 な っ て い る。 これ らの 調 査 の 主 眼 は 、 一 部 の 研 究 を 例 外 とす れ ば 、 概 して 「伝

統 的 な 」 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク社 会 の 再 構 成 を お こ な う こ と で あ り、 そ の 基 盤 と し

て 環 境 へ の 適 応 を 重 ん じ る 生 態 学 的 ア プ ロ ー チ が 採 用 さ れ て い た 。 こ の 視 点 で は 、 親
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族 関係 、宗 教、生 業技 術 や物質 文 化はす べ て人 間が 極北 の 自然環境 へ 適応 す るため の

手段 で あ るとみ なす傾 向が あ った。 また、 ホニ グマ ン夫妻 や グ レイバ ー ンの よ うに定

住化 した イ ヌイ ッ トの文 化変容 に焦 点 を当 て る研 究 も行 な われ た。 この時 期の 極北 に

お け る社 会変化 研究 は、文化変 容研究 や社会 の 崩壊 的変化 に注 目す る ことが多か った。

一方 、伝統 的な社 会人類 学 的調 査 も多数行 な われ た。 ダマ ス、 グ レイバ ー ン、バ ー チ、

ヘ ン リ ックやゲ ンプル は、 ア ラス カや カナ ダの イ ヌイ ッ トの親 族 お よび家族 関係 や擬

似親 族関 係 の研究 を行 な い、極 北地 域 にお ける社 会 的な 変異 や多 様性 の存 在が認 識 さ

れ る こと とな った(例 え ばDamas　 l969a,　b;Befu　1964;Guemple,　ed.1972)。

　 1960年 代後 半か ら1970年 代 にか けては 伝統社 会 の再 構成 や社 会 変化 の研究 か らイ ヌ

イ ッ トやユ ッピ ックの 土地利 用 な ど先住 民諸権 益 獲 得運動 と深 くかか わ る応 用 人類 学

的研究 が な され るよ うにな った(Freeman　ed.1976;Brice-Bennett　ed.1977)。 先住 民諸 権益

獲 得 運動 が盛 ん にな るにつれ て 、人類 学者 が以 前 の よ うに村 に長期 の住 み込 み を行 な

い親 族 や社会 生活 につ いて調 査 をす る ことが難 しくな り、社会 人類 学者 や文 化 人類 学

者の 活動 が低 迷 し始 め た。 また 、研究 課題 に多 様 化が 見 られ は じめた の も1970年 代 で

あ る といえ る。

　 1970年 代か ら1980年 代の は じめ にか けて い くつ か の分野 で 注 目すべ き研究 が 公刊 さ

れて い る。 その一 つの 分野 は、 ヨー ロ ッパ系 カナ ダ人 とイ ヌイ ッ トの関 係 やエ スニ シ

テ ィーに関す る問題 であ り、ペイ ン(Paine　ed.1977)や プ ロデ ィ(Brody　l975)ら によ って正

面か ら取 り上 げ られた。 ペ イ ンは、 カナ ダ政府 が 実施 した温情 主義 に基 づ いた政 策 を

福祉植 民主 義(welfare　colonialism)と して特 徴づ け、 カナ ダ政府 の先住 民 に対 す る取 り扱

いを間 接 的に批判 して いる。 また 、ケネ デ ィー(Kennedy　 1981)は 、 ラブ ラ ドール にお け

る同 じ村 に共住 してい る民族 集 団の境 界 の問題 を 研究 してい る。二 つ めの分 野 は、生

態 学 的研究 の新 たな展 開で あ った。 ケ ンプ(Kemp　 l971)は 、 カナ ダの イ ヌイ ッ ト社 会 に

おけ る生業 活動をエ ネルギ ーの流れの観点 か ら研究 した し、ウエ ンゼル(Wenzel　1981)は 、

パ フ ィ ン島の クライ ドリバ ーで調 査 を開始 し、 親族 関 係 が イヌ イ ッ トの環境 適応 に お

いて 果す 役割 を研究 した。 よ り生物学 的 な立場 を とる生態 学 的な 人類学 研究 も、 コ ン

ドン(Condon　1983)やE.ス ミス(Smith　1980)な どに よ って 行な われた 。 コ ン ドンは、一年

を通 して の 日照 時 間の変 化 とイ ヌ イ ッ トの 日常 の 活動 や被 病 との 間 にみ られ る関係 を

研究 してい る(Condon　l983)。 ス ミスは、生 物進化 の観 点か らイ ヌイ ッ トの狩猟 活動 を最

適採 資源行 動 と して分析 して い る(注3)。 これ ら2人 の研 究が それ まで と大 き く異 なる

点は、既存 の理論か ら引 き出 され た仮 説 を設定 し、 フィル ドワー クによ って集 めた デー

タを数量 的 に統 計処理 を施 す ことに よってよ り客観 的な検証 を試み てい る点 であ る。 た

だ し、最 適採 資源理 論 の基盤 とな る前 提 は イ ヌイ ッ トの 社会 や文 化 的な要 因を 無視 し
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北米 におけるイ ヌイ ッ ト及びユ ッピックに関す る

　 文化人類学的研究の最近 の動 向と現状 につ いて

て お り、適 用 その もの に問題 が あ る との批判 もある(Wenzel　l　984)。 第3の 研 究分 野 は、

社会 変化 につ い ての 研究 で あ る。 ジ ャ ンセ ンや マ ッキ ロイ らは、 イ ヌ イ ッ トの 主体 的

な適 応戦 略 や心理 的態 度 に焦 点 を合 わ し、 カナ ダの東 部極 北地 域 の イ ヌイ ッ トが決 し

て 外 的な 政 治経 済 的要 因 に よ って翻 弄 され て い るの で はな い と主 張 した(Jansen　1979

;McElroy　1977)。 一 方で 、 イ ヌイ ッ ト社 会が よ り大 きな 国家社会 や 世界 経済 システ ムに

取 り込まれつつあ るとい う巨視 的な視 点に立つ研究 も発表 された(Brody　1975:31-32,1978)。

第4の 分 野 と して は、これ までの生 態学 的 中心の アプ ローチ に対 し、 イヌ イ ッ トのエ ミ

ッ クな視 点か らキ ャ ンプ規模 、社 会 組織 、 テ リ トリー、 リー ダー シ ップや社 会 変化 を

解明 しよ うとす る研究 が あ らわ れ た(Riches　l982)。 この研究 は、 これ までの生態 学 的適

応 を重視 しす ぎ る き らいの あ った北米 の 極北 人類 学 に対す る批 判 であ った が、 北米 で

は ほ とん ど無 視 され る結 果 とな った。 一 方、 北米 で は象徴 人類 学 や構造 主 義の視 点 を

取 り入れた フ ィエナ ップ=リ オ ーダ ン(Fienup-Riordan　 1983)が1970年 代 よ りアラ スカの

ユ ッピ ック社 会 で研究 を 開始 した。

　 1980年 代初 頭 まで の極 北人 類学 をふ りか え った場合 の一 つ の特徴 は 、生態 学 的視 点

が研 究 の支柱 を な して きた こ とであ り、諸 々の生 態学 的 アプ ロー チが採 用 され て きた

が、 極北 人類 学 自体 は モー スの全 体論 的 ア プ ローチ の開発 と適 用以 来 、 ほとん ど人 類

学理論 の展 開に寄 与す る こ とは まれ であ った といえ る(Balikci　l989;Bodenhorn　 1990)。 研

究 動 向 もフ ィール ド調 査 に基 づ く 「伝 統 」社 会 の再構 成を 目的 とす る民族誌 の作 成 か

ら先 住民諸 権 益獲 得運 動 を反 映 した応 用 人類 学 的研究 へ と重点 が移 行 して きた といえ

る。

　 　 ②最近 の 動 向 と現 状

　 こ こで は、過去10年 あ ま りの 北米 に おけ る研 究 の動向 と現状 につ い て述べ るが 、社

会変 動 の問題 と生 業 をめ ぐる問題 は 、次 の章 で詳 し く論 じる こ とに したい。 まず、 研

究 主 題、 研究地 域 お よ び研究 者 お よび研 究教 育機 関 の観点 か ら研究 の動 向 と現 状 を整

理 して みた い。

　 　　 　 1.研 究 主 題

　 か つてバ ー チ(Burch　l977,1979)は 、1977年 まで の研究動 向 に対 し伝 統 的な人類 学 的研

究す な わ ちイ ヌイ ッ トおよ びユ ッピ ッ ク社会 の文 化 の特徴 や基 本 原理 の解 明を 目標 と

す る研究 か ら応用 人類 学 的 な研究 へ の変 化 を指摘 す る とと もに、研 究主 題 の多 様化 や

専 門化 の傾 向に言 及 して い る。 さ らに1977年 か ら1983年 にか けて の研究 論 文や 単行 本

の文 献 目録 を作成 した岸 上(1984)は 、 同様 な傾 向が さ らに進ん で い る ことを指 摘 して

い る。

　 1983年 以 降の研 究 動 向 に注 目 した場合 、 かつ ての親 族研 究 な ど社 会 人類 学 的研究 の
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数 が 減 少 して い る一 方 で 、 社 会 変 化 、 経 済 、 経 済 発 展 、 教 育 、 性 差 と女 性 、 政 府 、 健

康 衛 生 、 イ ンパ ク ト研 究 、 言 語 、 法 律 、 先 住 民 の諸 権 利 、 政 治 、 社 会 問 題 な ど に か か

わ る 研 究 の 数 が 増 加 して い る 。 す な わ ち 、 現 在 の イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クが 直 面 して

い る政 治 、 経 済 お よ び社 会 的 な 問 題 の 解 決 を 目指 す 特 殊 化 した 個 別 研 究 に 多 くの 人 類

学 者 が 係 わ っ て お り、 社 会 や 文 化 を 全 体 と して 理 解 し記 述 す る民 族 誌 研 究 を 行 な う研

究 の 数 が 少 な くな って き て い る こ と が わ か る 。 こ の な か で 、 筆 者 は 、 社 会 変 動 の 問 題

と生 業 を め ぐ る 問 題 を 後 に 詳 し く論 じて み た い 。

　 　 　 　 2.研 究 地 域

　 バ ー チ(1977,1979)は 、 ダ マ ス や マ ー ド ッ ク ら の地 域 分 類 と ほ ぼ 同 じ枠 組 み で 、 い

わ ゆ る 「伝 統 」 イ ヌ イ ッ ト社 会 お よ び ユ ッ ピ ッ ク社 会 を 分 類 し て い る が 、 こ の こ と は

1977年 以 前 の 研 究 の 大 半 が 特 定 地 域 な い し村 落 で の 現 地 調 査 の 所 産 で あ っ た こ と を 示

して い る 。 一 方 、 バ ー チ の 地 域 分 類 と 今 回 の 調 査 結 果(岸 上1994a)と を 比 較 し て み

る と、 バ ー チ の 分 類 枠 組 み で は 、 最 近 の 研 究 を 分 類 し き れ な い こ とが 分 か る 。 す な わ

ち 研 究 の 地 域 単 位 が 、 個 別 の 村 落 や 伝 統 的 な 社 会 単 位 か ら よ り広 域 な 地 域 、 行 政 区 画 、

国 家 単 位 や 国 際 関 係 が 研 究 の 単 位 に な っ て き て お り、 研 究 単 位 に 大 き な 変 化 が 見 られ

る 。

　 　 　 　 3.研 究 教 育 機 関 と 研 究 者

　 カ ナ ダ と米 国 の 研 究 機 関 と研 究 者 の 研 究 を 、 い くつ か 紹 介 して み た い(注4)。

　 カ ナ ダ に は 、 極 北 関 係 の 研 究 所 と して 、 カ ル ガ リー 大 学(University　 of　Calgary)の 北 米

極 北 研 究 所(Arctic　 lnstitute　of　North　America)、 ア ル バ ー タ 大 学(University　 of　Alberta)の カ ナ

ダ環 極 北 研 究 所(Canadian　 Circumpolar　 Institute)お よ び マ ッギ ル 大 学(McGill　 University)の 北

方 研究 調 査 セ ン タ ー(Centre　 For　NoTthern　Studies　and　Research)お よ び ラバ ル大 学(Universite

Laval)の イ ヌ イ ッ トお よ び 環 極 北 研 究 会(Groupe　 d'etudes　lnuit　et　circumpolaires)が あ る。 こ

れ らの 大 学 に は 、 何 名 か の 文 化 人 類 学 者 が お り極 北 研 究 を 行 な っ て い る 。 こ の う ち 北

米 極 北 研究 所 と イ ヌ イ ッ トお よ び環 極 北研 究 会 は、それ ぞ れ"ATctic"と"Etudes/lnuit/Studies"

と い う学 術 雑 誌 を 定 期 的 に 発 行 して い る 。 ラバ ル 大 学 の 研 究 者 が 中心 とな っ て2年 に 一

度 イ ヌ イ ッ ト研 究 学 会(lnuit　Studies　Conference)が 開催 さ れ て い る 。

　 ア ル バ ー タ 大 学 に は 、M.　M.　R.フ リー マ ン(Freeman)が 研 究 教 授 と して お り、 先 住 民 の

生 業 捕 鯨 の 問 題 、 食 物 や 栄 養 問 題 お よ び 生 業 の 問 題 に 関 して 応 用 人 類 学 的 研 究 を 行 な

っ て い る 。 フ リ ー マ ンは 生 態 人 類 学 者 で あ る が 、 こ れ ま で 一 貫 して ア ザ ラ シ猟 な ど 狩

猟 活 動 が イ ヌ イ ッ トの 文 化 と社 会 の 基 盤 で あ る こ と を 主 張 し 、 再 生 資 源 の 管 理 保 全 の

重 要性 を 指 摘 し て き た(Freeman　 1984;1986)。 ア ラ ス カ や カ ナ ダ の 西 部 極 北 圏 の イ ヌ イ ッ

トの 自家 消 費 用 の 捕 鯨 を 研 究 し、 そ の 文 化 社 会 的 重 要 性 を 強 調 す る と と も に 、 欧 米 や
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日本 の 商 業 捕 鯨 と は 異 な り、 同 じ 国 際 ル ー ル で 禁 止 す る こ と に よ っ て 生 ず る社 会 的 弊

害 を 国 際 捕 鯨 委 員 会 や 関 係 政 府 に対 し答 申 した り して い る(Freeman　 1989;Freeman,　 Wein

and　Keith　1992)。 ま た 現 在 の カ ナ ダ の 西 北 部 極 北 地 域 の イ ヌ イ ッ トの 狩 猟 活 動 に よ っ て

得 られ る 食 物 の 栄 養 上 や社 会 文 化 的 な重 要 性 を カ ナ ダ 北 西 準 州 の ア ク ラ ビ ッ ク(Aklavik)

で 体 系 的 に 研 究 し 、 指 摘 して い る(Freeman　 1988a,b;Wein　 and　Freeman　 1992)。

　 マニ トバ 大 学(University　 of　Manitoba)に は 、マ チ ア ッセ ン(Matthiasson　 1992)が お り、1960

年 代 に 調 査 を 行 な った パ フ ィ ン島 北 部 の デ ー タ を も と に 民 族 誌 的 な 著 作 を 出版 して い

る が 、 極 北 で の フ ィー ル ドワ ー ク か ら は 遠 ざ か っ て い る 。 一 方 、 医 学 部 に 属 す るJ.オ

ニ ー ル(0'Nei1)は 、 カ ナ ダ の 中部 極 北 地 域 や マ ニ トバ 州 東 北 部 の イ ヌ イ ッ ト社 会 に お け

る 医 療 シ ス テ ム や 精 神 的 な ス トレ ス な ど精 神 衛 生 に 関 す る 医 療 人 類 学 的 研 究 を 行 な っ

て き て い る。 彼 の 研 究 の 特 徴 の 一 つ は 、 い ち は や くイ ヌ イ ッ トの青 年 男 女 の 若 年 層 に

着 目 し た 点 で あ る(0'Neil　 1984;1986)。 ま た 、 マ ニ トバ 大 学 に は 、 コ パ ー や カ リ ブ ー ・イ

ヌ イ ッ トの 服 飾 を 研 究 して い る オ ー ク ス(Oakes　 l988)が い る 。

　 サ ス カ チ ュ ワ ン大 学(University　 of　Saskatchewan)に は 、 先 住 民 法 律 研 究 セ ン タ ー(Native

Law　Studies　Center)が あ り、 カ ナ ダ や 米 国 の 先 住 民 諸 権 益 請 求 問 題 や 先 住 民 と して の諸 権

利 に 関 す る論 考 が 多 数 出 版 され て い る 。 ま た 、 同 大 学 に は 文 化 人 類 学 者 の ウ イ リ ア ム

ソ ン(Williamson　 l985,1988)が お り、 最 近 は 、 カ ナ ダ の カ リブ ー ・イ ヌ イ ッ トの 名 前 の 文

化 的 重 要 性 に つ い て の 研 究 を 進 め て い る 。

　 オ ン タ リオ 州 に あ る マ ッ クマ ス タ ー 大 学(McMaster　 University)に は、 カ ナ ダ 中 部 極 北

地 域 の イ ヌ イ ッ トの 親 族 研 究 で 多 大 の 業 績 を 残 し た ダ マ ス(Damas　 l963,1969a,b)が い た

が 、 す で に 引 退 し て い る。 ダ マ ス は 引 退 す る ま で 、 北 米 イ ンデ ィア ンハ ン ドブ ッ ク の

第5巻 極 北 の編 著(Damas　 ed。1984)や 接 触 伝 統 期(contact-traditional　 period)の 概 念 の再 検 討

(Damas　 l988)を 行 な うな ど 極 北 研 究 を 代 表 す る研 究 者 の 一 人 で あ った 。 西 オ ン タ リオ 大

学(University　 of　Western　 Ontario)に は 、 か つ て 親 族 や 擬 似 親 族 研 究 の 象 徴 論 的 研 究 を 開 拓

した ゲ ン ペ ル(Guemple　 l965,1969,1979)が お り、 最 近 で は イ ヌ イ ッ トの 社 会 化(Guemple

1988)や 分 業 と の 関 係 か ら 見 た 男 女 差(Guemple　 l986)な どの 研 究 を 行 な っ て い る 。

　 ケ ベ ッ ク 州 の ・・ル 市 に あ る カ ナ ダ文 明 博 物 館(Canadian　 Museum　 of　Civilization)の 研 究 部

に は 、 カ ナ ダ 東 部 の ラ ブ ラ ドー ル ・イ ヌ イ ッ トの 民 族 歴 史(ethnohistory)を 研 究 して い る

ガ ー ス ・テ イ ラ ー(Taylor)が い る。 彼 の 立 場 は 、 生 態 環 境 へ の イ ヌ イ ッ トの 適 応 に焦 点

を あ て た も の で あ っ た が 、 最 近 で は 、 モ ラ ビ ア 教 団 の 書 き 残 し た 日誌 や 記 録 を も と に

ラ ブ ラ ドー ル に あ っ た 捕 鯨 儀 礼 、 夏 期 の 祭 りや 儀 礼 小 屋 の 存 在 を 指 摘 し、 そ の 再 構 成

を 行 な っ て い る(Taylor　 1985,1990,1993;Taylor　 and　Taylor　1986)。 彼 は 、 ラ ブ ラ ドー ル ・イ

ヌ イ ッ トの 宗 教 を 再 構 成 す る こ と と と も に 、 ホ ー ク ス(Hawkes　 l916)の 民 族 誌 の 誤 りを
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訂 正 す る こ とを ラ イ フ ワ ー ク と して い る(注5)。 ま た 、 イ ヌ イ ッ トの 滑 石 彫 刻 や 版 画 な

ど 芸 術 作 品 を 研 究 して い る0.レ ロ ー(Leroux)が 同 研 究 部 に い る 。

　 モ ン ト リオ ー ル 大 学(Universite　 de　Montreal)で は 、 ネ ツ リ ッ ク ・イ ヌ イ ッ トに 関 す る 生

態 学 的 研 究 と映 像 人 類 学 研 究 で 有 名 な バ リ ク シ(Balikci　l964,1970)が 教 鞭 を 取 って い た

が 、 最 近 、 引退 した た め 、 同 大 学 の 人 類 学 部 に は 、 極 北 人 類 学 者 は い な くな った 。 た

だ し、 ケ ベ ッ ク州 北 部 の イ ヌイ ッ トの 人 口 を 研 究 して い る 人 口 学 者 が 何 名 か 同 大 学 に

は い る(例 え ば 、Choiniere　 et　Robitaille　1993)。 ま た 、 音 楽 学 部 に は 、 北 部 パ フ ィ ン島 や 北

ケ ベ ッ クの の ど 鳴 ら し歌 な ど民 族 音 楽 の 研 究 を 行 な ったJ-J.ナ チ エ(Nattiez　 1985,1988)

が い る 。

　 マ ッギ ル 大 学 の 地 理 学 部 に は、G.ウ エ ンゼ ル(Wenze1)とL.ミ ュ ラ ー=ヴ ィ レ(Muller-

Wille)が い る 。 ウ エ ンゼ ル(Wenze11981)は 、 生 態 人 類 学 者 で あ り、1970年 代 よ り一 貫 し

て 親 族 組 織 と生 業 活 動 との 関 係 や 生 態 適 応 に お い て 親 族 関 係 が 果 す 役 割 を 研 究 して き

た 。 最 近 で は 、 グ リ ー ン ピー ス な ど 自 然 環 境 保 護 団 体 や 動 物 愛 護 団 体 に よ る社 会 運 動

の 結 果 、 イ ヌ イ ッ トが これ ま で 収 入 源 と して き た ア ザ ラ シの 毛 皮 の 不 買 運 動 が ヨ ー ロ

ッパ や 北 米 で お こ り、 イ ヌ イ ッ トは 経 済 的 な 問 題 に 直 面 し、 これ は さ らに 生 業 の 維 持

や 社 会 関 係 の 維 持 に悪 影 響 を 及 しつ つ あ る こ と を指 摘 して い る(Wenzel　 1991)。 ウ エ ンゼ.

ル は 、 イ ヌ イ ッ ト社 会 の 存 続 の た め に は 、 生 業 と毛 皮 交 易 の 存 続 が 重 要 で あ る と主 張

し て い る 。 ミ ュ ラ ー=ヴ ィ レ は 、 ケベ ッ ク州 の イ ヌ イ ッ トが 居 住 す る 極 北 地 域 で あ る

ヌ ナ ビ ッ ク地 域(Nunavik)の 地 名 を イ ヌ イ ッ トの 文 化 団 体 の 一 つ で あ る ア バ タ ッ ク文 化

研 究 所 と と も に 調 査 し、 地 名 を 記 録 に 残 す と と も に 、 地 図 や 地 名 録 を 作 成 して き た

(Muller=Wille　 1987)。 最 近 で は、 地 域 社 会 を 越 え た 、 新 た な ア イ デ ンテ ィテ ィの 準 拠 枠 と

な る ヌ ナ ブ ト意 識 や ヌ ナ ビ ッ ク意 識 が ど の よ う に 生 成 さ れ る か に 関 す る 研 究 を 進 め て

い る 。

　 ケ ベ ック市 に あ る ラバ ル 大 学 で は 、 サ ラ ダ ン=ダ ン グル ー レ(Saladin　 d'Anglure)、 ド レ

(Dorais)や ツ ル デ ール(Trudel)ら の 研究 者 と と も に 、何 人 か の 若 手 研 究 者 が 精 力 的 に 研 究

を 進 め て い る 。 フ ラ ン ス 系 カ ナ ダ 人 の 研 究 者 は 論 文 を フ ラ ン ス 語 で 出版 す る こ と が 多

い の で 、 英 語 の 使 用 が 主 流 を 占 め て い る 北 米 の 人 類 学 会 で は 正 当 な 評 価 を 受 け て い な

い よ うな 感 が あ る が 、 ラ バ ル 大 学 の 人 類 学 部 の 極 北 研 究 は 実 績 と人 材 育 成 の 点 で は 、現

在 の カ ナ ダ に お け る 極 北 研 究 の 一 大 中 心 を な して い る と思 う。 サ ラ ダ ン=ダ ン グ ル ー

レは 、 もと も と は ケ ベ ッ ク州 北 部 の ウ ン ガ バ 湾 地:域 の イ ヌ イ ッ トの 民 族 誌 的 研 究 を1960

年 代 よ り行 な って い た が 、1980年 代 以 降 は 、 シ ャ ー マ ニ ズ ム 、 第 三 の 性 、 民 族 天 文 学 や

宇 宙 論 に 関 す る研 究 を イ グル ー リ クで の 調 査 に基 づ い て 行 な っ て き て い る(Saladin　d'Ang-

lure　1985,1986,1990)。 ド レ(Dorais)は 、 イ ヌ イ ッ ト語 の 専 門 家 で あ り 、 現 在 、 最 も広 範
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に イ ヌ イ ッ ト語 を 研 究 し て い る 言 語 人 類 学 者 の 一 人 で あ る 。 彼 は 、 東 部 極 北 圏 の イ ヌ

イ ッ ト語 の 文 法 づ く りや 言 語 学 的 分 析 を 行 な う と と も に 、 多 様 な イ ヌ イ ッ ト語 の 比 較

研 究 や歴 史 の 研 究 に も着 手 して い る(例 え ばDorais　 1985,1990,1992,1993)。 ツル デ ー ル は 、

数 少 な い 民 族 歴 史 研 究 者(ethnohistorian)で あ り、ハ ドソ ン 湾 交 易 会 社 の 交 易 所 の 記 録 を

利 用 して ケ ベ ッ ク州 北 部 の イ ヌ イ ッ トの 毛 皮 交 易 を 研 究 して い る。 彼 は、 ケ ベ ッ クの

イ ヌ イ ッ トは 、1800年 代 よ り毛 皮 交 易 にか か わ って き た が 、毛 皮 交 易 は イ ヌ イ ッ トの 生

活 様 式 を 大 き く変 化 さ せ た の で は な い こ と を 古 文 書 記 録 を 用 い て 立 証 した 。 こ の こ と

は 、イ ヌ イ ッ トは 自 らの 目 的 に応 じ て 毛 皮 交 易 に 参 加 して い た の で あ り、 毛 皮 交 易 が イ

ヌ イ ッ トの 「伝 統 的 な 」 生 活 を 一 方 的 に 破 壊 した の で は な い こ とを 意 味 して お り 、 こ

れ ま で の 見解 に修 正 を 促 す と言 え る(例 え ばTrudel　 l　991)。 ま た 、 ラ バ ル 大 学 で 学 位 を 取

っ た デ ュ フー(Dufour)は 、 カ ナ ダ ・イ ヌ イ ッ ト社 会 に 蔓 延 して い る難 聴 の 医 療 人 類 学 的

研 究(1989)を お こ な って お り、 デ ュ エ ム(Duhaime-1983,1987,1991,1992)は 、 イ ヌ イ ッ ト

の 定 住 生 活 、 経 済 や 国 家 と の 関 係 を 研 究 して い る 。 ラ バ ル 大 の 教 官 は 伝 統 志 向 の 人 類

学 者 で あ る の に対 し、 若 手 の 研 究 者 は 応 用 人 類 学 を 志 向 して お り、 現 代 の 極 北 人 類 学

の 流 れ を 象 徴 して い る と思 う。

　 ニ ュ ー フ ァ ウ ン ドラ ン ド州 の 記 念 大 学(Memorial　 University　of　Newfoundland)に は 、 民 族

誌 『決 して 怒 らな い 』(1970)で 高 い 評 価 を 得 た 心 理 人 類 学 者 のJ.ブ リ ッ グ ス(Briggs)や

『白 い 極 北 』(1977)を 編 集 した 応 用 人 類 学 者 のR.ペ イ ン(Paine)が い る 。 ブ リ ッグ ス は 、子

供 の 社 会 化 や イ ヌ イ ッ トの 情 緒 や 心理 に関 す る 研 究 を現 在 で も行 な って い る(Briggs　 l　983,

1985,1991)。 ま た 、 極 東 ロ シ ア の 民 族 政 策 に関 す る 研 究 を 行 な って い る バ ー トル ズ 夫 妻

が い る(Bartels　and　Bartees　1983,1986,1989)。 ノ バ ス コ ー シ ア 州 の マ ウ ン ト ・セ イ ン ト ・ヴ

ィ ンセ ン ト大 学(Mount　 Saint　Vincent　University)のB.リ チ リ ン グ(Richling)は 、 ラ ブ ラ ドー

ル ・イ ヌ イ ッ トの再 移 住 や キ リス ト教 化 の 問 題 を 研 究 して い る(Richling　 1985a,b;1989)。

　 以 上 、 カ ナ ダ の 状 況 を み て み る と 、 大 学 で 教 鞭 を 取 っ て い る 極 北 研 究 者 の 高 齢 化 が

進 行 して い る と と も に 、 カ ナ ダ の 人 類 学 の 博 士 課 程 を もつ 主 要 大 学 で あ る ブ リテ ィ ッ

シ ュ コ ロ ン ビ ア大 学(University　 of　British　Columbia)、 ト ロ ン ト大 学(University　 of　Toronto)、

マ ッギ ル 大 学(McGill　 University)や モ ン トリオ ー ル 大 学(Universite　 de　Montreal)の 人 類 学 部

に極 北 民 族 を 専 門 と す る 文 化 人 類 学 者 が 皆 無 で あ る の は 極 北 研 究 の 将 来 を 考 え る と誠

に残 念 な こ と で あ る 。 こ の 状 況 は 、 米 国 に もあ て は ま る 。

　 か つ て 、1960年 代 か ら1970年 代 にか け て 米 国 の シ カ ゴ大 学(University　 of　Chicago)や ウ

イ ス コ ン シ ン大 学(University　 of　Wisconsin)に は 何 名 か の 極 北 の 専 門 家 が お り、 一 時 は 多

数 の 博 士 号 が 極 北 の 研究 で 授 与 さ れ た 。 と こ ろ が 、1980年 代 か ら1990年 代 に か け て 、 米

国 の 主 要 大 学 に は イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク の 文 化 人 類 学 的 研 究 を 専 門 に して い る 研 究
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者 は 数 え る く らい しか い な くな って い る 。

　 コ ネ テ ィー カ ッ ト大 学(University　 of　Connecticut)に は 、W.ラ フ リ ン(Laughlin)やN.チ ャ

ンス(Chance)が い ま で もい る が 、 両 者 と も か な り高 齢 で あ り、 退 職 が 近 づ き つ つ あ る。

最 近 、 チ ャ ン ス は ア ラ ス カ 北 西 部 の イ ヌ ピ ア ー ト社 会 を 中 心 に 、 社 会 変 化 に つ い て の

本 を 出 版 して い る が 、 彼 の 視 点 は 、 世 界 シ ス テ ム 理 論 に 近 い も の に な って い る(Chance

l990)。 ダ ー トマ ス カ レ ッジ(Dartmouth　 College)に は 、 極 北 研 究 所 と極 北 図 書 コ レ ク シ ョ

ンが あ るが 、 極 北 地 域 を 専 門 と す る 専 任 の 文 化 人 類 学 者 は い な い 。

　 ア ー カ ン ソ ー 大 学(University　 of　Arkansas)に は 、R.コ ン ド ン(Condon)が お り、 学 術 雑 誌

Arctic　Anthropologyを 編 集 す る と と も に、 精 力 的 に 研 究 を 進 め て い る 。 コ ン ドンの 研 究

は 、 日照 時 間 、 人 間 の 活 動 と被 病 と の 関 係 に関 す る 人 類 学 的 研 究(Condon　 l　983)が 彼 の

出 発 点 で あ った が 、 現 在 は 、 ホ ル マ ン村 の 青 少 年 の 行 動 、 性 差(ジ ェ ン ダ ー)や 社 会

変 化 の 研 究 に 従 事 して い る(Condon　1987,1990,1991;Condon　 and　Stern　1993)。

　 シ ア トル に あ る ワ シ ン トン大 学(University　 of　Washington)に は 、進 化 生 態 学 の 視 点 か ら

イ ヌ イ ッ トの 狩 猟 活 動 や 分 配 活 動 を 研 究 して い るE.ス ミス(Smith)が い る。 ス ミス は 、 ケ

ベ ッ ク 州 の イ ヌ ク ジ ュ ア ッ クで フ ィ ー ル ドワ ー ク を 行 な い 、 イ ヌ イ ッ トの 冬 の ア ザ ラ

シ猟 な ど 生 業 活 動 を 、 最 適 採 資 源 理 論 を 援 用 しな が ら 、 経 済 、 生 態 お よ び 文 化 と 深 く

か か わ る 人 類 進 化 史 上 の 適 応 戦 略 と して 分 析 して い る。 彼 の 立 場 は 、 文 化 や 社 会 的 要

因 を 二 次 的 な もの とみ な す 傾 向 が あ り、文 化 人 類 学 者 か ら誤 解 さ れ る こ とが 多 い が 、 彼

は デ ー タ を 検 証 可 能 な 形 で 提 示 し、 数 量 化 し た デ ー タ で 吟 味 を す る と い う 客 観 的 方 法

を 採 用 した 点 で 高 く評 価 され るべ きで あ る 。

　 カ リフ ォル ニ ア大 学 の バ ー ク レ ー校(University　 of　California,　Berkely)に は,イ ヌ イ ッ トの

親 族 研 究 で 有 名 なN.H.　H.グ レ イ バ ー ン(Graburn　 l　986a,b,1993)が お り、 最 近 で は イ ヌ イ

ッ ト芸 術 の 象徴 論 研 究 な どを 行 な って い る。 また 、 ロサ ンゼ ル ス校(University　 of　California,

Los　Angeles)のW.オ ズ ワ ル ト(Oswalt　 1990)は 、 ア ラ ス カ 南 西 部 の ユ ッ ピ ッ クの 民 族 史(エ

ス ノ ヒス トリー)を 最 近 、 出 版 して い る。 カ リ フ ォル ニ ア 大 学 ア ー ヴ ィ ン校(University

of　California,　lrvine)の ジ ョル ジ ャ ンセ ンは 、 ア ラ ス カ に お け る 油 田 開 発 の 先 住 民 社 会 に

及 ぼ した 諸 影 響 を 研 究 し、 そ の 成 果 を 出 版 して い る(Jorgemsen　 l　990)。

　 米 国 の首 都 ワ シ ン トン に あ る ス ミソニ ア ン協 会(Smithsonian　 Institution)の 自 然 史 博 物 館

の 人 類 学 部 門 に は 、 考 古 学 者 で あ るw.W.フ ィ ッチ ュ ー(Fithzugh)が い るが 、 極 北 地 域 を

専 門 とす る 文 化 人 類 学 者 は 専 任 と して は い な い 。 ジ ェサ ップ ・プ ロ ジ ェ ク トⅡ(The　 Jesup

North　Pacific　Expedition　Ⅱ　Project)の た め に ロ シ ア か ら 招 待 さ れ て い るⅠ.ク ル プ ニ ッ ク

(Krupnik)博 士 が 現 在 お り、 環 北 太 平 洋 諸 文 化 の 比 較 研 究 を 計 画 し、 遂 行 中 で あ る。 クル

プ ニ ッ ク は 、 ロ シ ア 極 東 に 住 む ユ ッ ピ ッ ク の 専 門 家 で あ り、 生 態 学 的 視 点 を と りつ つ
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生 業 活 動 や 社 会 組 織 の 再構 成 を行 な って きた(Krupnik　 1985a,b,1987,1988,1990,1991,1993)。

ま た 、 協 力 研 究 員 と して 、E.　S.バ ー チ(Burch,Jr.)が い る 。 彼 は 、 この20年 間 、米 国 の 極

北 研 究 を リ ー ド して き た 研 究 者 の 一 人 で あ る 。 彼 の 業 績 は 、 い くつ か あ る が そ の 中 で

も、 これ ま で3つ の 点 で 高 い評 価 を 得 て き た 。 第1は 、 ア ラ ス カ北 西 部 の イ ヌ ピア ー ト

の 家 族 お よ び 親 族 構 造 の 再 構 成 と 分 析 で あ る(Burch　 1975)。 第2は 、 ハ ドソ ン湾 西 岸 の

内 陸 部 に 住 む カ リブ ー ・イ ヌ イ ッ トの 祖 先 は 、13、14世 紀 頃 に ハ ドソ ン湾 西 岸 を 南 下 し、

内 陸 部 に 広 が った チ ュ ー レ文 化 の 担 い 手 で あ った とす る エ ル マ ー ・ハ ー プ(Harp　 1962:73

-74)の 仮 説 と17世 紀 頃 に コパ ー ・イ ヌ イ ッ トの 地 域 か ら内 陸 を 移 動 して き た 人 々 の 祖

先 で あ る と す る ウ ィ リ ア ム ・テ イ ラ ー(Taylor1965:14-15)の 仮 説 を エ ス ノ ヒス トリ ー の

手 法 を 用 い て 吟 味 し た こ と で あ る。 両 方 の 仮 説 の 長 所 と 欠 点 を 指 摘 す る と と も に 、 カ

リ ブ ー ・イ ヌ イ ッ トの 内 陸 適 応 は 比 較 的 最 近 の もの で 、20世 紀 初 頭 の カ リブ ー ・イ ヌ イ

ッ トの 文 化 は 極 北 の 沿 岸 部 で は な く、 キ ー ワ テ ィ ン地 域 の 南 部 で 発 達 を み た も の で あ

る と い う仮 説 を 提 起 した(Burch]978)。 さ ら に 彼 は 、北 西 ア ラ ス カ の イ ヌ イ ッ ト社 会 が 、

1816-1842年 の 時 期 に は 、 複 数 の 双 方 的 な地 縁 拡 大 家 族 か ら な る25の 社 会 に分 れ て い た

こ と を 再 構 成 した(Burch　 l　980)。 彼 の 最 近 の 研 究 は 、 ア ラ ス カ北 西 部 の イ ヌ イ ッ トと カ

ナ ダ の カ リ ブ ー ・イ ヌ イ ッ トに 関 す る も の が ほ と ん ど で あ る 。 内 容 的 に は 、 社 会 や 生

業 な ど に 関 す る 概 論 的 な 著 作(Burch　 l　984,1985,1986a,　 b,1988a,1991)、 交 易 や 交 換 に 関 す

る特 定 の テ ー マ に 絞 った 研 究(Burch　 l　988b、1988c)、 ラ ス ム セ ンに関 す る著 作(Burch　 l　988d,

e)や 世 界 の 極 北 研 究 組 織 に 関 す る論 考(1993)が 出 版 さ れ て い る 。 さ らに 数 少 な くな りつ

っ あ る イ ヌ イ ッ トの 古 老 との イ ン タ ビ ュ ー に基 づ く伝 統 社 会 の 再 構 成 の 緊 急 性 を 指 摘

し て い る(Burch　 l　991)。

　 ア ラ ス カ に は 、 イ ヌ イ ッ トとユ ッ ピ ッ ク研 究 の拠 点 と して ア ラ ス カ 大 学 フ ェア バ ン

ク ス校 お よ び ア ンカ レ ッ ジ校(University　 of　Alaska,　Fairbanks　and　Anchorage)そ して ア ラ ス カ

州 政 府 の 魚 お よ び 狩 猟 動 物 局(Dept　 of　Fish　and　Game)の 生 業 部 門(Divison　 of　Subsistence)が

あ り、 複 数 の 研 究 者 が い る。 フ ェ ア バ ン ク ス 校 に は 、 極 北 研 究 に 携 って い る エ ラ ン ナ

(L.J.　Ellanna)と ブ ラ ッ ク(L　 Black)が い る 。 エ ラ ンナ は ベ ー リ ング 海 峡 の諸 島 部 に住 ん で

い る イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クの 生 態 、 人 口 、 生 業 お よ び 社 会 組 織 に 関 す る研 究 を 行 な

っ て い る(Ellanna　 1983,1988a,　 b;Ellanna　 and　Sherrod　1984;Ellanna　 and　Wheeler　 1989)。 ブ ラ ッ

ク は 、 これ ま で ア リ ュ ー トの 民 族 学 的 研 究 を 行 な っ て き た が 、 最 近 で は 特 に 芸 術 や 民

話 の モ チ ー フ や 捕 鯨 な ど に 関 す る研 究 を 公 表 して い る(Black　 l983,1987)。 ま た 、 ア ンカ

レ ジ校 の 生 態 人 類 学 者 で あ る ラ ン グ ドン は 、 貨 幣 経 済 下 に お い て も生 業 が 活 力 を 失 っ

て い な い 点 を 強 調 す る研 究 を 行 な っ て い る(Langdon　1991)。

　 ア ラ ス カ 州 政 府 内 で は 、 ウ ル フ博 士 の 統 轄 の も と 複 数 の 人 類 学 者 が 、 ア ラ ス カ の 先
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住 民 社 会 に お け る 生 業 の 問 題 を 取 り扱 って い る(Wolfe　 and　Walker　 1987)。 と くに ア ラ ス カ

州 の 生 業 部 門 は 、 人 類 学 者 と契 約 を 結 び 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クの 生 業 に 関 して の

研 究 を 実 施 し、興 味 深 い 成 果 を挙 げ て い る(例 え ば 、Ellanna　and　Sherrod　1984,　Burch　1985)。

特 に 、 現 在 の 貨 幣＝ 生 業 混 交 経 済 の 研 究 は 、 先 住 民 社 会 の 将 来 を 考 え る 上 で 、 経 済 的

の み な らず 文 化 社 会 的 に 重 要 で あ る 。 こ の 問 題 に 関 し て は 、 生 業 論 争 と して 次 の 章 で

取 り上 げ た い の で 、 詳 細 に つ い て は こ こ で は 述 べ な い 。

　 最 後 に 、 大 学 に お い て は専 任 の 地 位 を 有 して い な い が 、 注 目 す べ き 研 究 を 行 な っ て

い る 何 人 か の 人 類 学 者 を 紹 介 して お き た い。 まず 、 フ ィエ ナ ッ プ=リ オ ー ダ ン(Fienup

-Riordan)の 研 究 に ふ れ て お き た い 。 彼 女 の 研 究 は 、 大 き く分 け て ユ ッ ピ ッ ク の 生 業 の

研 究 と世 界 観 な い し象 徴 の 研 究 に 大 別 で き る。 彼 女 の 代 表 作 で あ る『 ネ ル ソ ン島 エ ス

キ モ ー』(1983)で は 、 生業 の イ デ オ ロ ギ ー を 研 究 の 中心 に す え 、 如 何 に リサ イ ク リ ン グ

の 思 想 が 日常 生 活 の あ らゆ る 側 面 に 浸 透 して い るか を 構 造 論 的 な 視 点 か ら全 体 と して

描 き 出 す こ と に 成 功 し て い る。 そ して 、 モ ノ グ ラ フ 『悪 い 季 節 が く る 時 』(1986a)で は

ユ ッ ピ ッ クの 生 業 活 動 を綿 密 に か つ 正 確 に 記 録 に 残 して い る 。 ま た 、 ユ ッ ピ ッ ク の 世

界 観 や 象 徴 に 関 す る 研 究 を 多 数 、 精 力 的 に 進 め て い る(例 え ば 、Fienup=Riordan　 1986b,

1987a,b,1990a,bな ど)。

　 ま た 、英 国 の ケ ンブ リ ッ ジ大 学 で 学 位 を 取 得 したB.ボ ー デ ンホ ー ン(Bordenhorn　 1989)

は 、 ア ラ ス カ の イ ヌ ピ ア ー ト社 会 の 捕 鯨 複 合 、 親 族 関 係 、 養 子 縁 組 な ど に 関 す る 象 徴

人 類 学 的 な 研 究 を 行 な っ て い る 。 さ らに 彼 女 は 、 イ ヌ ピ ア ー トの 女 性 の 象 徴 的 研 究 の

成 果 を 用 い て 、狩 猟 採 集 民 に つ い て の 人 類 学 的 な 一 般 モ デ ル に 検 討 を 加 え て い る(Boden-

horn　1990)。 同 じ く ケ ンブ リ ッ ジ大 か ら学 位 を 取 得 したM.ナ タル(Nuttall　1992)は 、 グ リー

ン ラ ン ドの 北 西 部 の カ ラ リ ッ トの 村 で 、 親 族 関 係 、 名 前 、 生 業 や 社 会 経 済 変 動 を 研 究

し、 そ の 社 会 の 文 化 的 な 側 面 の 歴 史 的 連 続 性 を 指 摘 して い る。 さ ら に フ ラ ン ス 人 の コ

リニ ョオ ン(Collignon　 1993)は 、 コパ ー ・イ ヌ イ ッ トの土 地 利 用 パ タ ー ン の 歴 史 的 変 化 の

研 究 を 行 な い、1970年 代 の 後 半 に 入 って か ら イ ヌ イ ッ トと土 地 と の 関 係 が 大 き く変 わ り

始 め た こ と を指 摘 して い る 。X.ブ レ ゼ ル(Blaisel　and　Amakak　 1993)は 、 カ ナ ダ ・イ ヌ イ ッ

トの 神 話 の 象 徴 分 析 を 通 して 、 イ ヌ イ ッ トの 主 要 な 儀 礼 、 出 産 、 冬 の ア ザ ラ シ猟 や 葬

式 との 関 係 を 研 究 し、 出 産 と 狩 猟 との 間 に は 循 環 的 な 連 続 性 が あ る こ と を 指 摘 し て い

る 。

　 以 上 、 こ こ で は 現 在 、 活 躍 中 の 北 米 の 極 北 人 類 学 者 を 中 心 に 取 り上 げ 、 そ の 研 究 を

概 略 して き た 。 そ の 中 で 、 筆 者 が 、 現 在 の 極 北 人 類 学 の 中 心 課 題 で あ る と 考 え て い る

社 会 変 動 と 生 業 の 問 題 を 特 別 に 取 り上 げ て論 じて み た い 。

　 ・・
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4.社 会 変 動 研 究 と 生 業 研 究

　 北 米 にお け る極北 研究 は 、 これ まで多様 化 が進 む と ともに、 多 くの重 要 な研究 がな

されて きたが 、筆者 は、 この10年 の歴史 の 中で重 要で あ りかつ 大 き く展 開 した問題 と

して社 会変 動研 究 と生業 研究 を ここでは と りあ げた い。

　 　 1.社 会 変 動 研 究

　 1980年 代 に入 る以 前 に 出版 された研 究 は、 イ ヌイ ッ トや ユ ッピ ックの文化 や社 会の

崩壊 的 変化 や機 能 の不全 化 を強調 す る ものが多 か った(Fienup-Riordan　 1983:354)。 とこ

ろが1970年 代 か ら1980年 代 にか けて フ ィール ド調査 を お こな った人 類 学者 のなか に、

社会や文化 の変化 よ りも連続性 に注 目す る研究者が 出てきた(Fienup-Riordan　 l983;Wenze1

1991;Nuttall　1992)。 一方 で は、 急激 な変化 を強調 す る研究者 は、 ゴ ミュニ テ ィー生活 に

焦点 を あわ せ る従来 の視 点 とは異 な り、 イ ヌイ ッ トや ユ ッピ ック社 会 の国 家や世 界経

済 シス テ ム とい った よ り大 きな シス テム への 吸収 、統 合 に と もな う、 よ り大 きな シス

テ ムの部 分 とな る こ とや従属 化 す る傾 向 に着 目す る 巨視 的 な視 点 に立 つ研究 が では じ

めた(例 えば、Klausner　and　Foulks　1982;Chance　1990;Jorgensen　1990;Pretes　1988)(注6)。 こ

の社 会変 化 に関 す る研究 の2つ の流れ を こ こでは、 整理 し、検討 を加 えて みた い。

　 ア ラスカの北 西部 の北側 沿岸 では、1970年 代 よ り油 田 開発 が行 なわ れた ため に、 この

開発 に よ って もた らされた現 金収 入 が、 イ ヌ ピアー トの人 々を突然 金 持 に して しまっ

た。 例え ば、1970年 代 初頭 のイ ヌ ピアー トの一世帯 あ た りの 平均年 収 は2000ド ル余 りで

あ った ものが 、1979年 に は75000ド ル に まで増 大 した。 この変 化 は、 い くつ かの 変化 を

と もな って いた 。か つ ては単 純 な政治 組織 しか持 たな か った狩猟 社 会 が、高 度 に技術

的 で官 僚制 を持 つ、 政治 経 済的 に階層 化 の進 んだ社 会へ と変化 して しま ったの であ っ

た(Klausner　and　Foulks　1982:2)。 この変化 は、 また村 にお ける アル コール消 費量 の増加 を

結果 し、殺 人、 自殺 や 酒 に関係 す る死 亡者 の数 が増 加 したた め に、多 くの 人 々の社会

生活 に 、 もろ もろ の影響 を及 ぼ す こと とな った。

　 この ような背景 を もとに、 クラウスナ ーと フォー クス(Klausner　and　Foulks　l982)は 、ア

ラスカ北 西 部 にお け るアル コー ルの乱 用 が イヌ ピア ー トの 村 に与 えた影 響 に関 す る研

究 を行 な った。 この研究 の 目的 は、 この地 域 での アル コール 消費 が関 与 してい る社会

問題 が急増 した原 因 とな る歴 史的、社会 文化的 、経 済 的そ して 政治 的要 因を査定 し、イ

ヌ ピア ー トの政府 に対 し政 策の 提言 をす る ことで あ った(Klausner　and　Foulks　1982:1-2)。

この研究 の 中で興 味深 い点は、 イ ヌピアー ト社 会の 変化 を米 国社会 の政 治経済(political

economy)と の 関連 で取 り扱 って いる ことで ある。彼 らは、イ ヌ ピアー ト社 会の 変化 は、

首 長 の いな い親 族集 団 か ら階級社 会へ 、 分散 した 遊動 集 団か ら商業 や 政治 のエ リー ト

に よ って支配 され る社会 へ 、孤立 した 自立生業 経 済か らよ り大 きな階 級社 会の 周縁 部
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に位置 す る政府 の補 助金 に依 存す る経済へ とい う方 向への移 行 であ る と指摘 して い る。

　 特 に、 この 研究 で は、 イ ヌ ピア ー ト社会 が よ り大 きな国 民社会 や 世界 の政 治経 済 シ

ス テムへ取 り込 まれて きた ことが強 調 され て いる(Klausner　and　Foulks　1982:264-265)。 こ

の吸 合過 程で 、 イ ヌ ピアー トの村 々にお いて 人 々の間 に教育 、収 入 や住宅 条 件の 点で

は っき りした差異が み られは じめ、階級構造が 出現 している ことが指摘 されている(Klaus-

ner　and　Foukls　1982:266)。 この研究 では、イ ヌ ピアー トの社会 は変化 の諸要素 を統 合す る

ことがで きず 、社 会 の統合 が くずれつ つ あ ると記述 され て い る。 この ア ノ ミー的社 会

状況 の中で、人 々は ます ます孤立化 を深 め、アル コールに深 く依存 す るよ うにな る。 こ

れは更 に暴 力 や その他 の社 会問題 を生 み 出す原 因 とな って い る。 この研究 で は、現 在

のイ ヌ ピア ー ト社 会 の社会 的秩序 や統 合の 崩壊 な ど変化 の側 面が 強 調 されて い る。

　 同 じイヌ ピアー ト社会 を研究 してい るN.チ ャ ンス(Chance　1990)も また、その社会 の変

化を理 解 す る上で クラ ウスナ ー らと同 じ く世界 システ ム理論 や従 属 理論 の視 点が有 効

であ る と主 張 して い る。 しか し彼 は、 原初 的 な階級構 造 が 出現 して い る とと もに それ

を抑 制 しよ うとす る社 会 的な力 が働 いて いる こ とを 指摘 してい る。 まず 、階級 的 階層

の出現 につ いては、ア ラス カ先住 民諸 権益請求 措置法(Alaska　Native　Claims　Settlement　Act)

(注7)の 施行 の結 果 、イ ヌ ピアー トの財政 や 自然資 源 は地 域 ごと に設立 され た会社 の

管理 の もとに おか れ る こととな ったが 、非 常 に複雑 で ある会 社組 織 を運営 してい くた

め には、組織 力や能 力を必 要 と し、少数 のイ ヌ ピア ー トのエ リー トと非先 住民の マネー

ジャーた ちが リーダ ー シ ップを とる結 果 とな ったた め、 階層差 が 出現 した と考 え られ

てい る(Chance　l990:213-214)。 一方 、その階層 化を抑 え よ うとす る作 用 もあ る。 イヌ ピ

アー トの政 治 リーダ ーた ちは、集 合 的な富 と資 源を共 有 的 に分配 す る こ とによ って支

持 者を 得よ う と した。 すなわ ち彼 らは、イ ヌ ピアー トの職 業選 択幅 の拡大 を 図 ったが 、

これ は階層 化 した関係が形成 される ことを抑制す る効果を果 して いた(Chance　1990:214)。

　 産業 や利 潤追 求 を代 表す る力 と親族 関係 に基 づ き、協 力 的で、 生業 志 向の生 活様 式

の力 とが接 合 す る ことに よ って イ ヌ ピア ー トの 間で は、 内 的な葛 藤 が生 み 出され てい

た(Chance　1990:214)。 しか し、チ ャ ンスは、 クラウス ナー らとは異 な り、 イヌ ピアー ト

の文化 的な統 合性 や アイデ ンテ ィテ ィは依然 と して存続 して い る と主 張す る。 これ は、

この地 域 の捕鯨 を め ぐる諸 活動(捕 鯨複 合)が イ ヌ ピアー トの文 化 的生 活様 式の基 盤

と して機能 してお り、 文化 的な 独 自性 を示 す もの と しての役 割 を果 してい るか らだ と

主張す る(Chance　1990:215)。 さらに、 イ ヌ ピア ー トの人 々の 間で は、富 や権 力に おいて

明確 な差異 が 出現 しつつ ある一方 で、 彼 らは イ ヌ ピア ー トの文化 的 統合 性や ア イデ ン

テ ィテ ィを強 化す る い ろいろな活 動 に参加 してお り、 この こ とが、 階層 化 した新 たな

関係 によ って生 み出され る緊張関係 を緩和 して いるのだ とチ ャンスは指摘 している(Chance

　 .:



北米 にお けるイヌイ ッ ト及 びユッピックに関する

　文化人類学的研究の最近 の動向 と現状について

1990:216)。 チ ャンスは、イ ヌ ピア ー ト社会 がよ り大 きな国民社会 や世界経 済 システ ムへ

と吸合 され つつ あ り、社 会 階層 も出現 しつつ あ る一 方で 、 イヌ ピアー トは歴 史へ の受

動 的 な参加 者 では な く能 動 的な 参加者 で あ る と主 張 して い る(Chance　1990:216)。

　 ジ ョル ジ ャンセ ン(Jorgensen　1990)は 、 ア ラス カの ウエ イ ンライ ト(Wainwright)、 ガ ン

ベ ル(Gambell)お よび ウナ ラ ク リー ト(Unalakleet)と い う3つ の村落 で調査 を行 な い、油

田開発 と1971年 の ア ラス カ先 住 民諸 権益請 求 措置 法 が アラス カ先住 民の 社会 や経 済 に

及 した影 響 を記録 に残 し分析 した。 彼 は、調査 の結 果、 アラ スカの これ らの村 々では、

現 金収 入が 減少 しか つ社 会福 祉 金へ の依 存度 が増 大 して お り、 経済 的 に低迷 してい る

と報告 して い る。 ま た、彼 は生業(subsistence)の 生 活様 式が 今で も村 々には生 きつい て

い る と報告 して いる。 これ らの村の経 済状態 は、次の よ うに要約 す ることがで きる。 第

1に 、 ア ラスカ先住 民の村 で は、利潤 を追 求 す るため の会社 をつ くる ことに失敗 して い

る うえ に、 油 田開発 に係 わ る仕事 に もお 印以 上 には村 人 が就 くことがで き ない状 態 で

い る。第2に 、石油生 産 は、長期 的な利 潤を地 域 に もた らす こと もな く、む しろ各地 の

生業 基 盤 を脅か しつ つ あ る。 そ して住 民 は、 ます ます 米 国連邦 政府 や アラ スカ 州政府

に金銭 や各種サ ー ビスや仕事 の関係 で依 存度 を高 め つつ ある。第3に 、 しか しなが ら先

住 民 は、政 府へ の経 済依 存 と生業 の生 活様 式 を巧 く統 合 しなが ら生 活を 営ん で い ると

も言 え る。

　 この 研究 で最 も興 味深 い点 は、 ジ ョル ジャ ンセ ンが、 ア ラスカの 先住 民社 会 は、近

代経 済 学の 観点 か らみ る と成 功 して い ると はいえ な いけ れ ど も、先住 民 の社 会 関係 や

生業 経 済 は現 在 の生業=貨 幣 混交 経 済下 にお い て もその 活力 を失 ってい な い ことを報

告 して い る ことで ある。 す なわ ち、彼 の研 究 は、 彼 の意 図に は反 して、現 在 の ア ラス

カで はよ り大規模 な 社会 変化 が起 こ りつ つあ る もの の、 いま だに親 族関 係 によ って組

織 され て いる先住 民 の生業 経 済 が、現 代 の新技 術 と現 金収 入 とを統 合す る こ とに よ っ

て、維 持 されて いる ことを示 して いるの であ る(Jorgensen　l990:lll-ll2)。 分 配の 実践 が

生業 経 済の 中心を現 在 で もな してい る とい う彼 の報 告(ibid.123)や 先住 民が それ ぞれ の

村 で コ ミュニテ ィー意識 を保 持 し続 けて いる とい う報告(ibid,311)か ら この よ うな解釈

が 可能 となる。 さ らに、 彼の 研究 は 、資本 主 義経 済 や国家 が ア ラスカの 先住 民社 会 に

浸 透 し、貫 徹 しつつ あ る ことを例 証 して い る一 方 で、 これ らの 社会 の外 的要 因 が先住

民 の文 化や 社会 の あ り方 を一 方 的 に規 定 して い るの では ない こ とを示 して い る。 ジ ョ

ル ジャ ンセ ンは、次 の よ うに述べ て い る。

　　 　　 　　　 　 『諸 制 度 は先住 民 の生 活様 式の 保持 を 目的 と して、

　　 　　 　　　 　 文 化 的に は っき りとエ ス キモ ー流 のや り方 で変形 され

　　 　　 　　　 　 利 用 され て いる。一 方 、 あ らゆ る技 術 は彼 らの生 活
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　　　 　　　 　　 を よ り快 適で 予測 可能 にな る よ うに利用 され て いる。』

　　　 　　　 　　 (Jorgensen　1990:312)

この研究 は、 ア ラス カ先住 民社会 が大 き な変化 を遂 げつつ あ る一 方 で、 い まだ に 「伝

統 的な」 生業 や社会 関係 が 活力 を失 って いな い こ とを 示 してい る。筆 者 は ジ ョル ジ ャ

ンセ ンの ように現 況を近 代経 済 学的 な意 味で失 敗 の方 向 に変化 して い ると一方 的 に解

釈 す るのは 間違い では な いか と思 う。

　 プ レテス(Pretes　1988)は、 経済 的 に発 展 した 国の 中 で の地 域 的な 発 展不 全(underde-

velopment)を 説明 す るフ ラン クの従 属理論 が、 カ ナダ ・イ ヌイ ッ ト社 会 の社会 変動 を説

明 す るため には有効 で あ る と主 張 してい る。 まず 、 プ レテ スは、 カ ナダ ・イヌ イ ッ ト

が地 域 の諸 資源か らの収 益 を コ ン トロー ルで きな い上 に カナ ダ国内 で政 治的意 志 決定

に対 して極 めて限 られ た影響 力 しか有 してい ない と言 う点 で、 イ ヌイ ッ ト社会 は発 展

不全 の状態 にあ る と主張 して い る。 そ して この 状態 は、資本主 義 の この地 域へ の流 入、

特 に、度 重 なる資本 の 流入 と投 資の失 敗 の繰 り返 しによ ってつ くりだ された のだ と主

張 す る(注8)。 そ して カナ ダの極北 地域 は 、南 カナ ダの衛 星(asatellite)であ り、多 くの

食料 と生 活必 需品 が他 の地 域 か ら輸入 されな けれ ばな らな い一方 で、 資 源か らの収 入

は南 に流 出 してい ると指 摘 してい る。 プ レテスの研究 は、 巨視 的視 点 を取 ってお り、一

見 、論理 整合 的で あ るが、 カナ ダ極北 社会 に お ける資本 主 義の 展開 だ けに焦 点を 合せ

て お り、 イ ヌイ ッ トの側 の 反応 や実践 が無 視 され て いる とい う問題 点を孕 ん でい る と

思 う。

　 これ らの研究 は、ユ ッピ ックや イヌイ ッ ト社 会 に おけ る変化 を強調 して いる研究 で

あ る。 これ らの研究 に共 通 して い る点 は、 従来 の よ うに個 々の村 を研 究 単位 にす るの

で はな く、よ り広 い地 域 を国家社 会や世 界経 済 システム との関係 か ら巨視的 な視点 で、

極 北社会 の変 化を取 り扱 ってい る ことで あ る。 そ して その理 論 的な枠 組 み と して 、世

界 システム理 論や 従属理 論 が採用 され て い るので あ る。

　 1980年 代 に入 ってか らの 変動 研究 の一 つの傾 向 と して、 長期 の フ ィール ドワー クに

基 づ く文化人 類学 的研究 の なか に、表 面 的な 変化 を認 めつ つ も社会 や文 化 の連続性 を

強 調す る研究 が現 れた こ とがあ げ られ る。 その代 表 は、 フ ィエ ナ ップ=リ オー ダ ンの

ア ラスカの ネル ソ ン島 での研 究(Fienup=Riordan　1983)で あ り、 ウエ ンゼル(Wenzel　1991)

の カナ ダの クライ ドリバ ーでの研究 で あ り、ナ タル(Nuttall　1992)の グ リー ンラ ン ド北西

部 で の研究 であ る。

　 フ ィエ ナ ップ=リ オ ーダ ン(Fienup-Rirodan　 1983)の 著書 『ネル ソン島 エスキ モー』 は、

ア ラスカ南 西部 のネル ソ ン島 に住む ユ ッピ ックにつ いて の民族 誌 であ る。 彼女 は、 そ

の 中で、生業 活動 や生 業 のイ デオ ロギ ーは、現 在 の ユ ッピ ック社会 で もいま だにそ の
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活力 を失 って いな い こ とを 強調 して い る。 彼女 は、 象徴 的 なサ イ ク リングや交 換 のイ

デオ ロギ ーが生業 活動 、親族 関係 、婚姻 、狩猟 に おけ る獲 る側 と獲 られ る側 との関係 、

い くつ か の儀 礼、 ア ザ ラ シ肉 の分 配 、男女 間 の分業 な どの ユ ッ ピックの 日常生 活 のあ

らゆ る領域 の文 化 的 な基 盤 とな って い るこ とを報告 してい る。

　 この 研究 の 中で 、非 常 に印象 的 な 点は 、社会 文化 変化 の取 り扱 い方 で ある。 フ ィエ

ナ ップ=リ オ ー ダ ンは、ユ ッ ピ ックの間 で経験 的な レベ ル で、 自家生 産か ら店舗 で売

られて い る商 品への依 存 の進行 、政 治 的 自立か ら外的 な官 僚組織 への依 存化の進 行、小

規 模 な社会 シス テムか ら国家 や 国際 的な ことへ の係 わ り合 いの増 大な どの 変化 が 見 ら

れ るこ とを認 めて い る。 に もかか わ らず 、彼女 は、 ユ ッピ ック社 会を 急激 に変 化 して

い る社 会 と は描 き出 さず に、 い まだ に文 化的 な次元 で は統合 された ままの 変化 の な い

社会 と して描 き 出 してい るの で あ る。彼 女は 、ユ ッピ ックの人 々の間 で起 こって い る

変化 は、「伝統 的な」文化 的価値 観 の統合 の崩壊 ではな く、文 化の外 見上 の転 化(cultural

transformation)ない し構造 化 され た過 程 で ある と主 張 して い るので ある(Fienup-Riordan

1983:354,356)0

　 彼 女 は、現 在 のユ ッピ ック社会 を 次の よ うに記述 してい る。 ネル ソ ン島の沿 岸部 に

あ る村 々の家 族 は、相 互 に依 存 しあ ってお り、狩猟 によ って得 た食物 は家 族 間で 、特

別 の儀礼 的 な贈 り物 や 日常の 食物 分 配 を通 して、分 配 され た り再配分 された り して い

る。 人 々は、 この分配 を 「伝 統 的 な」狩 猟や漁撈 に従事 し食物 を得 る ことに よ っての

み行 な い続 け る ことがで きる。 そ して この食 物 の獲 得 活動 と分 配を通 しての み、 家族

間 の社会 関係 を再 生 産す るこ とが で きるので あ る(Fienup-Riordan　 1983:357)。 ユ ッピ ッ

クの人 々は、生業 の イデ オ ロギー を彼 らの文化 的な価値 システ ム と して保持 して お り、

生業 活動 を生 活様 式 と して維 持 したい と望ん で いる。 彼女 に よる と、生業 の イ デオ ロ

ギ ーは、 「吸収 し変化 させ る無 尽蔵 の能 力 によ って特徴 づ け られ る明 らか に時間 の ない

システ ムで あ る」(Fienup-Riordan　 1983:353)と い う。 そ して 経済 、政 治や 社会 活動 の 領

域 にお け る人 々の個 人 的な選 択 も、 い まで もこの システ ムに適 合す る よ うにな され て

いる とい う(ibid.:353)。従 って、 この社会 の社 会文 化変化 を、 これ まで 文化 変容 研究 が

主 張 して きた よ うな社会 や 文化 の 崩壊 で はな く、維持 な い し連 続 的変化 で あ る と彼 女

は主 張 してい るので あ る。 この 研究 は、 クラウスナー ら(1981)や プ レテ ス(1988)の 対 極

を なす 研究 で あ ると言 え よ う。

　 ウエ ンゼ ル は、『動 物 の権 利、 人 間の権 利』(1991)の なか で、 カナ ダのパ フ ィン島の

クライ ドリバ ーでの現地 調査 お よびカナ ダや米国の社 会運動 の活動家 との イ ンタ ビュー

に よって収 集 したデ ー タを利用 して 、 グ リー ンピース によ るよ うな アザ ラ シ保 護/動

物 愛護運 動 が どのよ うに イヌ イ ッ トの生 活に悪 い影 響 を及 してい るかを研 究 して い る。
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彼 は、1980年 代 に至 るまで は、 ワモ ンアザ ラシ猟 が イヌイ ッ ト社会 の社会 お よび経 済的

な基 盤 をな して き た ことを、 イ ヌイ ッ トの 狩猟漁撈 活 動、 分配 活動 と社 会 関係 との間

にあ る密接 な関 係を生 態適 応 の視 点か ら注意 深 く分析 す る ことに よ って、 例証 してい

る(注9)。1960年 代 に始 ま る村 落定 住時代 で も、生業経 済 は、現 金 の使用 と必ず し も矛

盾 す る ことはな か ったの であ る。 む しろ現金 は、 狩猟 や漁撈 活 動 を円滑 に行 な うため

に使 用 され たの であ った。 す なわ ち イヌイ ッ トは 、狩猟 活動 によ って獲 得 した アザ ラ

シの毛皮 を 売 るこ とに よ って現 金 を獲得 し、 その現 金 を利用 して狩猟 や漁撈 に必 要 な

ガ ソ リン、 ラ イフル の弾薬 や その他 の必 需品 を購入 して いた。 この 狩猟 や漁撈 は、 従

前通 り親 族 関係 に よ って組 織 され てお り、狩猟 や漁撈 に よ って獲 得 され た 肉や魚 は拡

大家 族 内や それ らの間 で交 換 され た。 この プロセ スを通 して 「伝統 的な」 社 会関 係 は

再生 産 され て きたの であ った。 とこ ろが1980年 代 には い り、 イヌ イ ッ トの世 界 とは 別

の 欧米社 会 にお いて盛 ん にな って きた アザ ラ シ保護/動 物愛 護 運動 の影響 に よ りヨー

ロ ッパ共 同体(EC)な どで アザ ラ シな どの毛 皮類 の輸 入が禁 止 にな り、 イ ヌイ ッ トは突

然現 金収 入 の道 を断 たれ たので あ った。現 金 な く して は、 ガ ソ リンや ライ フル の弾薬

な ど狩猟漁撈 活動 に必 要 な物 資 を購 入す る ことは できず 、十 分 に狩猟 や漁撈 に従 事 す

る こ とが で きな くな って しま った。 この ため にイ ヌイ ッ トは、十 分 な食物 を村 に持 っ

て帰 る こ とが で きな くな った うえ に、以前 の よ うに食物 を分 配す るこ とがで き な くな

って き た。 これ は社会 関係 の再 生産 を阻害 す る ことを意 味す る。 ウエ ンゼル は、 この

よ うな変 化 はイ ヌイ ッ トの経 済基 盤 を危 う くす るの みな らず 、社 会 的基盤 を も危 う く

す ると主張 す る。 この研究 は、2つ の意味 で重要で あ った。一 つは、従 来の社 会 変動 に

関す る考 え とは異 な り、毛皮 交易 によ る現 金経 済の 浸透 は社 会基 盤 の崩壊 を もた ら し

たの で はなか ったこ とを示 して い る。 も う一つ は、 カ ナダの 都市 部 とは 非常 に距 離 が

離 れ てい る現代 の イ ヌイ ッ ト社会 が世 界経 済 システ ムの動 向に左 右 され てい る こ とを

示 してい る。

　 M.ナ タル(Nuttall　1992)は 、フ ィエ ナ ップ=リ オ ーダ ンとは異 な るア プ ローチを採 用 し

てい る ものの 、そ の内容 や主 張 は、 フ ィエ ナ ップ ニ リオ ー ダ ンの グ リー ンラ ン ド版 で

あ ると言 え よ う。 ナ タルは、 グ リー ンラ ン ド北 西部 の ウパ ーナ ビッ ク地 区の カ ンガ ス

ァチ ァ ック(Kangersuatsiaq)と い う村で 、親 族、名前、命名 、狩猟漁撈 活動 、食物 の分配

活動 や コ ミュニテ ィー発 展 につ いて の調査 を実施 した。彼 の 研究 の一 番 の特徴 は、他

の極北 人類 学者 とは異 な り、 コ ミュニ テ ィーを社 会構 造 で はな く文化 的構 築物 とみ な

す視点 を採用 した こ とで あ る。 彼 は、 コーエ ン(Cohen　l　985)の 概 念 に触 発 され て、 コ ミ

ュニ テ ィー とは、親 族、名 前 、社 交性 と連続 性、 景観 認 知な どか らな る諸 関係 の 視点

か ら表 現 され る象徴 的 ない し文 化的 な構築物 で あ ると主 張す る。 そ して グ リー ンラ ン
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ドの イヌ イ ッ トの コ ミュニ テ ィー は、狩 猟漁撈 、 食物 分配 や命 名 を通 して継 続 的に再

生産 され て きた と主張 して い る(Nuttall　1992:168-169)。 す なわ ち彼 が調査 した村 落は ま

す ます 複雑 に な りつつ あ る グ リー ンラ ン ド社 会 の一 部で あ るが、 そ の コ ミ斗ニ テ ィー

意識(community　 identity)は、適応 過程 や新 しい事 物 の変質 的受容 に よ って維 持 されて き

たので ある。 ナ タルは、 フ ィエナ ップ=リ オ ーダ ン(1983)同 様、現在 、進行 中の変化 に

よ って も生 業 の イデオ ロギー は商品 経済 に取 って代 られ る こ とはな く、む しろその 変

化 が既存の文 化 的な枠 組の 中へ と吸収 され ている と主張す る(Nuttall　1992:178)。 また、ウ

エ ンゼル(1991)と 同様 に、生業 と して の狩猟の存 続は、親 族を基盤 とした ネ ッ トワー ク、

分 配制 度 や コ ミュニテ ィーの存続 の ため の基 盤を 提供 して い ると指摘 して い る(Nuttall

l992:180)。 さ らに彼 は生業 活動 とコ ミュニ テ ィーの経 済発 展は矛盾す るものではな い と

主 張 して い る。

　 この3人 の研究 者 は、イ ヌイ ッ トや ユ ッ ピック社会の 変化 しつつ ある側面 よ りも持続

の側 面を 強調 してい る。 彼 らは、現 在 の極 北社 会 にお いて狩 猟漁撈 活動 と分配 活動 を

通 して彼 らの 社会 関係 や イ デオ ロギ ーを再 生 産 し続 け て きた ことを 報告 して い る。 ま

た、 彼 らは これ らの社 会 が市 場経 済の 社会 システ ム と連 結 して きた こ とは、彼 ら自身

の や り方 で社 会 を再 生産 す る ことを 阻害 す る もの では なか った と主 張 して きた。 しか

し、 ウエ ンゼ ル は、 カ ナダ や米 国や ヨー ロ ッパで の アザ ラ シ/動 物 愛護運 動 が この ま

ま続 き、アザ ラ シの毛 皮 の不 買が続 くな らば 、イ ヌイ ッ トは現金 収入 の道を断 たれ、生

業 活動 を従前 どお りに維 持 で きな くな り、 イ ヌイ ッ ト社会 の経 済 およ び社会 的基盤 を

崩壊 させ る可 能性 が ある ことを指 摘 してい る。 これ らの研究 は、長期の フ ィール ドワー

クに基づ く成 果 で あ り、 そ の実証 的価 値 を高 く評 価す る ものの 、社 会 や文化 の連続 性

を イデ オ ロギ ーや シス テム の レベル で取 り扱 ってお り、 その成 員 の個人差 や 世代 間の

違 い には十 分な 注意 が 払わ れて いな い とい う問題 が残 ってい る(注10)。

　 こ こで は、2つ の極端 に異な る タイプ に分 けて社会変 動研究 を紹 介 してきた。一 方の

極 は、極端 に社会 の変化 の側面 を強 調す る クラウ スナー ら(1982)や プ レテス(1988)の 研

究 であ る。 もう一方 の極 は、 フ ィエ ナ ップ=リ オ ーダ ン(1983)と ナタル(1992)の 極端 に

社 会の連続 性 を強調 す る研究 であ った。 その間 に、 ウエ ンゼル(1991)、 ジ ョル ジャ ンセ

ン(1990)や チ ャンス(1990)の 研究 は位 置す る。 ウエ ンゼル らの研究 は、イ ヌイ ッ トや ユ

ッピ ック社 会 が、 よ り大 きな 政治経 済 システ ムに 吸合 され てき た ことを認識 して い る

が 、従 前 の社会 関 係 や生業 活動 は、貨 幣=生 業 混交 経済 システ ム下 で さえ活力 を失 っ

てい ない こ とを示 してい る。 そ して次 に紹 介す る現 在の 生業 活動 の研 究 は、極 北 先住

民社会 の 変化 と持 続 を理解 す る ため に非常 に重 要 な領域 で あ る と思 う。
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　 　 2.生 業 研 究

　 最 近 の 研 究 の 動 向 の 一 つ と して 、 混 交 経 済 下 に お け る 生 業 に 注 目 す る 研 究 が 多 数 行

な わ れ て い る 。 こ れ らの 研 究 は 州 政 府 や 連 邦 政 府 の 先 住 民 に 対 す る 社 会 経 済 政 策 に か

か わ る 問 題 と し て 重 要 に な って き て い る。 こ こ で は 、 生 業 と は 何 か 、 生 業 と貨 幣 経 済

と の 関 係 、 生 業 と 文 化 価 値 との 関 係 や 食 物 分 配 につ い て の 最 近 の 研 究 に つ い て 整 理 し

て み た い。

　 　 　 ① 生 業 と は 何 か 。

　 極 北 人 類 学 に お い て 、 生 業 と は 単 な る経 済 の 一 タ イ プ で は な い 。 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ

ピ ッ クの 生 業 と は 、 主 に 親 族 関 係 に よ っ て 組 織 され る 、 狩 猟漁撈 活 動 と 分 配 活 動 か ら

な る 社 会 シ ス テ ム で あ る と 認 識 さ れ て き た(e.g.　Henrich　1963:68;Fienup-Riordan　 1983:347;

Wenzel　 1991;Ellanna　 and　Sherrod　1984;Usher　 and　Wenzel　 1988:5-6)。 エ ラ ン ナ と シ ェ ロ ッ ド

(Ellanna　and　Sherrod　l984:ll8-119)は 、 親 族 関 係 が 生 業 活 動 を 組 織 し、 村 の 社 会 組 織 は 生

業 活 動 の シ ス テ ム に よ って 形 づ く られ 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク が 生 業 活 動 に 参 加 す

る こ と は 先 住 民 の 社 会 関 係 の 維 持 に 貢 献 して い る こ と を 示 す こ と に よ り 、 生 業 活 動 と

社 会 関 係 が 相 互 依 存 の 関 係 に あ る こ と を 指 摘 して い る 。

　 同 様 に 、 ア ッ シ ャー と ウエ ンゼ ル は 、 カ ナ ダ の 北 西 準 州 の イ ヌ イ ッ トや デ ネ/メ ー

テ ィ ス の 生 業 は 社 会 経 済 で あ る と述 べ(Usher　 and　Wenze11988:5)、3つ の 特 徴 を 指 摘 して

い る 。 第1に 、 生 業 生 産 は 、親 族 制 度 の 一 関 数 で あ り、 社 会 の 他 の 諸 側 面 と 同 じよ う に

親 族 関 係 に 基 づ く き ま りに よ って 規 定 さ れ て い る 。 通 常 、 生 業 の 組 織 は 、 広 義 の 親 族

集 団 と世 帯 の 二 つ の レベ ル で 組 織 され て い る(Usher　 and　Wenzel　 l988:4)。 第2に 、 拡 大 家

族(ilagiit)は 狩 猟漁撈 と 加 工 の た め の 労 働 力 と 資 源 を プ ー ル す る 社 会 単 位 で あ る(Usher

and　Wenzel　 l　988:6)。 第3に 、 獲 得 し た 資 源 の 配 分 や 再 分 配 は 拡 大 家 族 の 組 織 に よ っ て 規

定 され て い る(Usher　 and　Wenzel　 1988:7)。

　 生 業 の 社 会 経 済 的 側 面 を 強 調 す る一 連 の 研 究 に 対 し、t一 デ ンホ ー ン(Bodenhom　 1990)

の よ う に 、 そ の 象 徴 的 側 面 を 強 調 し、 生 業 を 技 術 と象 徴 か ら な る 活 動 で あ る と 見 る 立

場 もあ る 。 こ の 視 点 は 、 フ ィエ ナ ップ 調 リオ ー ダ ン(Fienup=Riordan　 1983)の 生 業 に 対 す

る 考 え に 近 い も の で あ る と言 え よ う 。

　 　 ② 生 業 活 動 と貨 幣 経 済

　 ウ イ ル モ ッ ト(Wilmott　 1961:25)は 、1960年 頃 に カ ナ ダ の イ ヌ ク ジ ュ ア ッ クで は 、 生 業

と貨 幣 の2つ の 経 済 領 域 が 共 存 して い た こ と を 指 摘 して い る 。 サ ル イ トの イ ヌ イ ッ トを

研 究 した グ レ イ バ ー ン(Graburn　 1969;1971)は 、貨 幣 経 済 の 浸 透 は 必 然 的 に 先 住 民 の 分 配

シ ス テ ム の 消 滅 や 激 的 な 変 化 を 結 果 す る と考 え て い た 。 ま た 、 ペ リ ー ベ イ や ボ ブ ン グ

ニ ツ ク で フ ィー ル ドワ ー ク を 行 な っ た バ リ ク シ(Balikci　l964;1960)は 、 ラ イ フ ル の よ う
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な 近 代 的 な 技 術 を イ ヌ イ ッ トが取 り入 れ た こ と が 、 経 済 領 域 に お け る 個 人 化 を 促 進 す

る 原 因 と な り、 核 家 族 や 個 人 が 基 礎 的 な 社 会 経 済 的 な 単 位 とな る だ ろ う と 考 え た 。 ま

た 、 プ ロデ ィ(Brody　 1975)、 ア ッ シ ュ(Asch　 l　977)や バ ー ジ ャー(Berger　 1977)は 、北 米 の 先

住 民 が 賃 金 労 働 へ 参 加 す る こ と は 、 彼 らの 生 業 活 動 に 悪 影 響 や 害 悪 を 及 ぼ す と 考 え て

い た 。 要 約 す れ ば 、1960年 代 や1970年 代 は じめ に 調 査 を 行 な った 研 究 者 の大 半 は 、貨 幣

経 済 と か か わ る い くつ か の 要 因 に よ っ て 先 住 民 の 生 業 活 動 は 維 持 で き な くな り、 社 会

生 活 も大 き く変 化 す る だ ろ う と 予 想 して い た 。

　 と こ ろ が 、1970年 代 後 半 か ら1980年 代 に か け て 実 施 さ れ た イ ヌイ ッ トや ユ ッ ピ ック の

生 業 に 関 す る多 くの 研 究 に よ っ て 、 グ レイ バ ー ン(Grabum　 1969,1971)や バ リ ク シ(Balikci

1960,1964)ら の 予 想 とは 異 な り、現 在 の イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クの 問 で は 貨 幣 経 済 は 生

業 経 済 と共 存 して お り、 生 業 経 済 は そ の 活 力 を 決 して 失 っ て い な い こ とが わ か て き た

(e.g.　Lonner　 1980;Smith　 1991;Smith　 and　Wright　 1989;Usher　 1976;Kleinfeld,　 Kruse　and　Travis

1983;Wolfe　 and　Walker　 1989;Wenzel　 1991;Nuttall　 1992;Fienup-Riordan　 1983;Ellanna　 and

Sherrod　1984)。 こ れ ら の 研 究 は 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク が 入 手 した 現 金 で 食 料 や そ の

他 の 生 活 必 需 品 だ け を 購 入 して 生 活 を して き た の で も な けれ ば 、 生 業 活 動 を 放 棄 して

き た の で もな い こ と を 示 して い る の み な ら ず 、 そ の 現 金 収 入 を 利 用 して 狩 猟 道 具 、 ガ

ソ リ ン、 弾 薬 な ど を 購 入 す る こ と に よ っ て 生 業 活 動 を 維 持 して き た こ と を 例 証 し て い

る(e.g.　Smith,　E　l991:358-359;Smith　 and　Wright　1989:96-97;Reeves　 l993:88;Fienup-Riordan

l983:353;Wolfe　 and　Walker　 1987:68;Nuttall　 1992:29;Wenzel　 1991:ll4;Langdon　 1991:288)。 さ

らに 、女性 の 収 入 も夫 や 親 戚 の 生業 活 動 た め に使 用 さ れ て い る と報 告 され て い る(Kleinfeld,

Kruse　and　Travis　1983:14)。 フ ィエ ナ ッ プ=リ オ ー ダ ン は 、 現 金 収 入 と生 業 活 動 の 関 係 に

関 し、 「伝 統 的」 生 業 を 続 け る こ と に よ っ て 文 化 的 遺 産 を 守 ろ う と して い る 男 女 は ま さ

に 村 の 中 に あ る 経 済 的 な 機 会 を で き る だ け 開 拓 す る こ と に熱 心 な 人 々 で あ る こ とが 多

か っ た と い う事 例 を 引 き 合 い に 出 し、 文 化 的 な 価 値 観 と 経 済 の 現 実 の 間 に は 、 基 本 的

な 矛 盾 は な い と 報 告 し、 む し ろ経 済 的 、 政 治 的 、 そ し て 社 会 的 活 動 領 域 に お け る 選 択

は 、共 通 の 文 化 的 価 値 シ ス テ ム に 沿 って な さ れ る こ と が指 摘 され て い る(Fienup-Riordan

1983:353)。

　 ラ ン グ ド ンは 、 ア ラ ス カ の トギ ア ク(Togiak)と ク イ ン ハ ガ ク(Quinhagak)と い う2つ の

ユ ッ ピ ッ クの 村 落 で 調 査 を 行 な い 、 現 金 の 出 所 と入 手 した 現 金 の 額 が 、 ど の よ う に 生

業 活 動 に影 響 を 及 して い る の か を 調 べ た(Langdon　 1991:272)。 現 代 の ユ ッ ピ ッ ク社 会 の現

金 の 出 所 は 、 商 業 漁業 、 毛 皮 の 販 売 、 手 工 芸 品 の 製 作 、 賃 金 労 働 や 州 政 府 や 国 家 か ら

の 補 助 金(福 祉 金 を 含 む)で あ った 。 ラ ン グ ド ン(Langdon　1991:288)に よ れ ば 、 こ れ ら

の 出 所 の 収 入 は 、 よ り大 き な 米 国 社 会 と 経 済 的 な 関 係 を 拡 大 しつ つ あ る ユ ッ ピ ッ ク社
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会 にお いてユ ッピ ックの生業 活動 に有 害 な影 響 を与え て いるわ けで はな い と言 う。 す

なわ ち ラング ドンは、ユ ッピックの 人 々が生 業活 動を続 ける とい う彼 らの文 化的 な ゴー

ル に対す る手段 と して現 金を利用 して いるこ とを確認 したのであった(Langdon　1991:288)。

さ らに彼 は、賃 金 労働 に参 加す る ことは、 生業 へ の参 加や生業 を 続 けて い くこ とに大

きな影響 を及 して いな い よ うだ と報告 してい る(Langdon　1991:283)。

　 ウエ ンゼ ル(1991)は 、 アザ ラシの毛皮 の交 易 は、1980年 代の半 ばまで は生業 活動 や社

会関 係 の維持 に正 の貢献 を して きた と主 張 して い る。 彼 は、 社会 関係 の再 生産 の メカ

ニ ズム を次の 様 に説 明 して い る。 親族 関係 を基 に組織 され た狩猟 集 団 によ って獲物 が

捕獲 され た後、 その肉 は、 い くつか の定 ま った や り方 で、拡 大家 族 間や 内で分 配 され

た り、 くば られた りす る。 これ らの分 配 の実 践 を通 して、手 元 に無 いが必 要 な物 を獲

得 でき、 食物 やサ ー ビスの互 酬 的な交 換 や循 環 を通 して社会 関係 が維 持 され るの であ

る。 一方 、狩猟 活動 を通 して獲 得 された アザ ラ シの毛 皮 はハ ドソ ン湾 会社 や生 協 な ど

の会 社 に売 るこ とがで き る。 この交易 に よ って イ ヌイ ッ トは現金 を手 に いれ る ことが

で き、生業 活動 を続 け るた めの ガ ソ リン、 弾薬 な どを購 入す るため にその 現金 を使 用

す る ことがで き るので あ る。 現代 の社 会 的脈 絡 にお ける現 金、生業 活 動 と社会 関係 と

の 間に ある相互 依存 関係 は 、 イ ヌイ ッ トが 彼 ら自身 の や り方 で社 会 を再生 産 させ る こ

とを可能 に してき たので あ る。

　　 ③文 化的 な ゴール と しての生業 活 動

　 なぜ現 在の イ ヌイ ッ トや ユ ッ ピックの 中で多 くの者 が生業 活動 を維 持 しよう と望 ん

で いるの か とい う素 朴 な疑 問が存 在 して い る。 この問題 に対 して、文 化人 類学 者 の多

くは、文 化的 お よび社会 的説 明 を行 な ってい る。 そ して多数 の研 究者 は 、生業 活動 が

イヌイ ッ トや ユ ッピ ックの文化 的価値観 や イデオ ロギー に基 づいた活動 で あるか ら、続

けて いるのだ と考え てい る(E.G.　Fienup-Riordan　198:1;Nuttall　1992;Smith,　E.1991)。 生業 と

は、彼 らに と って は、単 な る生 き残 るた めの 技術 で も、単 な る生 き るた め に必 要 な 力

ロ リー を獲 得 す るため の手段 で もな く、 それ 自体 が ゴール の一つ とな る、 文 化お よび

社会 的生 産活動 な ので あ る(Fienup-Riordan　 1983:XiX-XX)。

　 第1に 、狩猟漁撈 活動 に よ って獲 得 され、 コ ミュニ テ ィー の中で 分配 され る食物 は、

イ ヌイ ッ トや ユ ッピッ ク社 会 におい て現金 に置 き換え る こ とが で きない文 化 的価値 の

あ る もの で あ る(e.g.　Fienup-Riordan　 l983:xix-xx,349;Nuttall　 l992:170;Smith　and　Wright

l989:97;Kruse　1991:324)。 ア ッシャー は、漁撈 や狩猟 に よって入手 した食物 は、他 の物で

置 き換 えた り、現 金の よ うな市場 の基 準 で計 るこ とので きな い栄 養価 、社 会 お よび文

化 的価値 の ある もので あ る と述 べて い る(Usher　1976:117-118)。

　 第2に 、イ ヌイ ッ トや ユ ッピ ックは、労 働 の コス トを代償す る独特 の報償 を生業 か ら
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獲 得 で き る(Smith,　E.1991:393)。 ク ル ー ズ(Kruse　 1991)は 、 ア ラ ス カ の イ ヌ ピ ア ー トの 生

業 や 賃 金 労 働 の パ タ ー ンを 研 究 し、 イ ヌ ピ ア ー トに と っ て は 、 賃 金 労 働 よ り も生 業 活

動 の 方 が は るか に 魅 力 的 で あ る と指 摘 して い る。 こ れ は 、 生 業 活 動 が 、 そ の 生 産 の 結

果 で て く る 利 益 以 上 に 、 社 会 的 相 互 作 用 、 挑 戦 、 達 成 感 、 村 の 生 活 か ら離 れ る こ と の

で き る 時 間 な ど 「プ ロセ ス か ら得 られ る恩 恵 」("process　benefits")を イ ヌ ピ ア ー トに与 え

る こ と が で き る か らだ と 主 張 して い る(Kruse　 1991:324-325)。

　 第3に 、 生 業 活 動 に 従 事 す る こ と に よ って 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クは 、 親 族 や 属 す

る コ ミュ ニ テ ィ ー に 対 して 義 務 を 果 す こ と が で き る(Fienup-Riordan　 1983:357;Langdon

1991:283;Wenzel　 l　991:99)。 フ ィ エ ナ ップ=リ オ ー ダ ンは 、 す べ て の 人 が 生 業 に よ っ て 得

た 産 物 の 分 配 で は も ら い 手 に な る こ とが あ る が 、 も っ と重 要 な こと は 、 ユ ッ ピ ッ ク の

人 が 物 を 他 者 に 与 え る こ と が で き る こ と で あ る と 指 摘 し 、 こ れ が ユ ッ ピ ッ クが 依 然 と

して 生 業 に 従 事 す る 最 も重 要 な 社 会 的 要 因 で あ る と 主 張 して い る(Fienup-Riordan

1983:357)。

　 　 ④ 分 　 配

　 獲 物(食 物)と サ ー ビ ス の 分 配 は 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク社 会 の 生 業 活 動 の 重 要

な 一 側 面 で あ る 。 通 常 、 分 配 と は 、 「返 礼 を 計 算 す る こ と な しに 行 な わ れ る 経 済 的 な 財

や サ ー ビ ス の 配 分 」 を 意 味 す る(Price　1975)。 特 に、 これ らの 極 北 社 会 で は 、何 種 類 か の

分 配 シ ス テ ム が 発 達 し て き た こ と が 知 られ て い る 。 こ の 分 配 の 実 践 は 、 極 地 環 境 へ の

適 応 や 社 会 関 係 の 維 持 に 深 く係 わ って い る と 考 え られ て き た た め 、 多 くの 研 究 が な さ

れ て き た。 ま た 、進 化 論 的 視 点 か ら、 エ ル マ ン ・サ ー ビス(Service　 l966)は 、狩 猟 採 集 民

社 会 の 経 済 は 、 サ ー リ ン ズ(Sahlins　 l965)が 愛 他 的 互酬 性 で あ る と 定 義 した 一 般 化 さ れ た

互 酬 性(generalized　 receprocity)に よ っ て 特 徴 づ け られ る と主 張 した 。 ア ラ ス カ 北 西 部 の イ

ヌ ピア ー ト社 会 で 研 究 に 従 事 して き た バ ー チ(Burch　 1988b:108-109;1970:72-78)は 、窃 盗

や 等 価 の 財 や サ ー ビス の 交 換 、 交 渉 に よ る交 易 が 、 か つ て 地 縁 拡 大 家 族 間 や 他 の 社 会

の グ ル ー プ と行 な わ れ て お り、 こ れ ら は 一 般 化 さ れ た 互 酬 性 に 基 づ い て い な い こ と を

指 摘 し、 狩 猟 採 集 民 社 会 の 経 済 を 単 純 に そ の 概 念 で 特 徴 づ け る こ と は誤 りで あ る と 主

張 して い る(注11)。 しか し な が ら、 狩 猟 採 集 民 社 会 と そ の 他 の 社 会 と を 比 較 して み た

場 合 、 前 者 の 社 会 で は 一 般 化 さ れ た 互 酬 性 に 基 づ く分 配 が 経 済 活 動 の 顕 著 な 特 徴 の 一

つ で あ る こ と に は 間 違 い は な い(Wenze11994;Kishigami　 l994)。

　 大 多 数 の 人 類 学 者 は 、 狩 猟 採 集 民 社 会 の 分 配 の 制 度 や 実 践 を 不 確 定 な 資 源 ベ ー ス し

か もた な い 狩 猟 民 や 採 集 民 に と っ て は 、 生 き 残 る た め の 重 要 な テ クニ ッ クの ひ と つ で

あ った と 考 え て い る(例 え ばlngold　 1980:144;Langdon　 and　Worl　1981:35)。 最 近 で は 、 危 険

性 低 減 仮 説(arisk　 reduction　hypothesis)と 呼 ば れ る 食 物 分 配 に 関 す る 見 解 が 提 起 さ れ て い
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る。 ウイ スナー(Wiessner　1982)や キ ャシュダ ン(Cashdan　1985)ら は、 食物分 配の 制度 は、

食 料不 足 の際 には一種 の 保険 で あ り、 家族 や個 人の レベ ルで食 物供 給 の変差 を 少な く

させ る手段 と して機能 して いる と主張 す る。進 化論 的生態 学 の観 点か らカナ ダ ・イ ヌ

イ ッ トの食物 分配を研究 した ス ミス(Smith　1980)も 、また、この仮説 を支持 して いる。 彼

は、 イ ヌイ ッ トの間 にみ られ る食物分 配 には、 利用 す るこ とので き る一 人 当 た りの 食

料 の ば らつ きを な くさせ る メカ ニズ ムが ある と考 え てい る(Smith　1980:365)。

　 これ らの仮説 の根底 には、 食物 分配 は所 与の 環境 に適 応す る手段 で あ る とす る生態

適 応 の視点 が存 在 して いる。 また、先 住民 の間 での 交換 や分配 は キ ャ ンプ集 団間の 平

和 な関係 を創 り出 した り、維持 した りす る機 能(Langdon　and　Worl　l　981:36)や 物 的な豊 か

さの差 異 を減少 させ る、す な わ ち階 層化 を抑え る平 準化機 能(Langdon　and　Worl　1981:39;

Woodburn　 1980))が あ ると考 え られて い る。

　 食物 分配 に関 して は、ダマ ス(Damas　l972)に よるカ ナ ダ中央 極北地 域の コパ ー ・イ ヌ

イ ッ ト、 ネ ツ リック ・イ ヌイ ッ トお よび イ グル ー リク ・イ ヌイ ッ トにつ いて の体系 的

な研究 があ る。 彼 は、これ らの3つ の グル ープ には、(1)特 定 のパ ー トナ ー間で の分配 、

(2)自 発 的な食物 分配、お よび(3)コ ミュニテ ィーやキ ャンプ全体 で の共食 の3つ の食物

分配が あ ったと して いる。3つ の グループ間 で食物 分配の 制度 と実践を 比較 す ることに

よ り、 ダ マ スはそれ らの グル ー プ間 にあ る程度 の変差 が あ るこ と、食 物分 配 は拡大 家

族 内 で完結 す る もの もあれ ば、拡 大家 族間 を横 切 る非親族 間 での 分配 もあ るこ と、 そ

して食 物分 配 には 、場所(locality)とい う要因 が重要 で あ る ことを指 摘 して い る(Damas

1972:235)。 さらにダマ スは、イ ヌイ ッ トの食物 分配 の機能 と して、最少 限の 食料 しかな

い時 には生 存 を確実 にす る役 目を果 し、食料 が豊 富 な時 に は食物 の所 有量 を平 準化 す

る機能 が あ るこ とを指 摘 してい る(Damas　l972:236)。

　 カナ ダのパ フ ィ ン島 の クラ イ ドリバ ー で調査 を行 な って きた ウエ ンゼ ルは 、 その村

に は6つ の タイ プの食物 分配 が 存在す る ことを指 摘 して いる。 その6つ の タイプ とは、

(1)狩 猟漁撈 活動 にい っしょに従事 した親族 関係のな いハ ンター間での分配 、(2)ハ ンタ ー

とそのハ ンターが属 して い る拡 大家 族の リー ダー との間 での分 配、(3)拡 大家 族の リー

ダ ーと彼 の下 にい る親 族 の者 との分 配、(4)拡 大 家族 の リーダ ー とコ ミュニ テ ィー全体

との 間で の分配 、(5)ハ ンター とそ のハ ンター の親戚 でな い狩猟集 団の リー ダー との間

での 分配 、そ して(6)教 会 や生 協の よ うな 中心 的な制度 体 の リー ダー と コ ミュニ テ ィー

全体 との 間での 分配 であ る。 ウエ ンゼル は、(2)、(3)、(4)と(5)の 分配 の タイ プは 「伝

統 的な」 ものであ り、(1)と(6)の タイプ は、1950年 代以 降 に半 ば強 制 的な移 住や 定住化

が実施 され た後 に出現 した もの であ ると報 告 して い る(Wenzel　1988)。 彼 は、また 、ニ ン

ギ フ ツ ック(ningigtuq)と呼ばれ るかつ ては拡 大家族 の成員 間で行 な われて いた 食物分配
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シス テムは 、 クライ ドリバ ーに住 む540名 の イ ヌイ ッ トに拡大 適用 され るよ うにな って

きた こ とを報 告 して いる。 ウエ ンゼ ル(Wenze11991:100)は 、食物 分配 の制度 は、予測す

る ことが難 しい狩猟 と漁撈 を補 償す る社会保 険の よ うな役 目を果 すので コ ミュニテ ィー

の福祉 に貢 献 す る うえ に 、 自活 で きな い未亡 人 や身 体障 害者 に食物 を確実 に供 給す る

こ とがで き る とい う機 能 を持 って い ると主 張 して い る。

　 また、 ウエ ンゼル は、食 物分 配 システ ムの持 続 と変化 に関 して も、 クライ ドリバ ー

の イヌ イ ッ トの間で は、 イスマ タ ック(lsumataq)と 呼 ばれ る家族 の長 によ って 監督 され

る拡 大家 族 内で の食物 分 配は現 在 で も実践 され て い るが、 ニ ンギ フツ ックとい う食物

分配 シス テムの い くつ かの局 面 は崩壊 しつつ あ ると指摘 して い る(Wenzel　l991:132)。 こ

の変 化 は、 ヨー ロ ッパ経 済共 同体 が1982年 に商 業 のた めの アザ ラシ皮の輸 入 を禁止 し

た こ とに よる直 接 の影響 に よる。 す なわ ちイ ヌ イ ッ トは、取 った アザ ラ シの毛 皮 を毛

皮交 易会 社 に売 るこ とによ って現 金 を獲 得す る こ とが で きな くな り、 ガ ソ リンや 弾薬

を十 分 に購入 す る こ とが で きな くな って しまい、以 前 の よ うに生業 活動 を行 な うこ と

が でき な くな って きて いる。 この 結果 、 ハ ンタ ーは、他 者 と分 配す る に十分 なほ どの

肉 を村 に持 ち帰 るこ とが でき な くな って きてい るので あ る(Wenzel　l　991:132)。 す なわ ち

以 前の よ うな頻 度 と数量 規模 で の食物 分 配が で きな くな って きて い るのであ る。 さら

に、教 会が 主催 す る村全 体 の共 食 、 ク リス マス や誕生 日のプ レゼ ン ト交 換 な ど新 たな

分配 シス テムが 出現 してい る ことを 彼 は指 摘 して い る(Wenzel　l　991:132)。

　 ホル マ ンの コパ ー ・イ ヌイ ッ トを 調査 してい る コ ン ドンは 、先住 民 の協力 や分 配パ

ター ンの変 化 につ い て、経 済的 な安 定性 が増 したた め に賃 金 労働 や生業 活動 の個 人化

が 進み 、世 帯 間の協 同や分配 の量 が減少 してい ると指摘 して い る(Condon　l　991:273)。 一

方 、 ア ラス カの ネル ソ ン島 のユ ッ ピックの社 会生 活 を研究 した フ ィエ ナ ップ=リ オ ー

ダ ン(1983)は 、現 在行 なわれてい るアザ ラシパ ーテ ィーの際の プ レゼ ン トの交換な どは、

生 と死 、獲 る側 と獲 られ る側 との サ イ ク リングや交 換 とい うイ デオ ロギ ーを反 映 して

お り、食 料 の分配 や 交換 につ いて は根本 的 な変化 はみ られ ない との 見解 を披歴 して い

る。

　 以上 、 イ ヌ イ ッ トやユ ッピ ックをめ ぐる生業 研究 の動 向 と成 果を ま とめてみ た。 特

に生業 の 研究 は 、極 北民族 の社 会 や文 化の 持続 と変 化 を考 え る 上で重 要 であ る。 これ

ら社 会 の経 済発 展 に関す る政 策を 策定 す る時 には 、人 類学 的研 究 の成果 が大 い に役 立

っ とい う意 味で もこれ らの研究 は重要 で あ る。
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5.検 　 討

　 本 論 文で は、 過去10年 の うちに北 米で 行 なわれ た イ ヌイ ッ トや ユ ッピッ クに関 す る

文 化人類学 的 な研究 の動 向 と現状 を見 てきた。研 究課 題 につい ては、1977年 までの研究

に比べ、 課題 に多様性 が さ らに見 られ るよ うにな る と と もに、親族 研究 な ど伝統 的な

社会 人類 学 的研究 が下 火 にな り、土地 権 を は じめ とす る先 住民 の諸 権利 の問題 、生 業

を 中心 とす る経済 発 展の問題 、社 会変 動 、教育 、社 会 問題 の解 決 な ど応 用人類 学 的研

究 の数が 増加 して きた といえ る。 また、研 究単 位 もこれ まで の村落 や ネツ リック ・イ

ヌイ ッ トや コパ ー ・イ ヌイ ッ トの よ うな地 域社 会集 団 では な く、北 西準 州、 ヌナ ビッ

クや カナ ダ極 北地 域 などよ り広 い地 域 や行 政単 位 が研究 の 単位 とな って きつ つあ る。

　 また、 研究課 題 と しては、 社会 変動 と生業 の 研究 が 中心 的争 点 とな って きてい る と

思 う。

　 古典 的 民族誌 研究 は、 西 欧社会 と接触 す る以 前の イ ヌ イ ッ トやユ ッピ ックのいわ ゆ

る 「伝統 的な 」社 会関係 と生業 活動 の 再構成 を 目的 と して いた。 そ して調査 の基 本 的

な視 点は 、過酷 な 極北の 自然環 境 の中 で生 き残 るた め に独 自の技 術、 社会 組織 や イデ

オ ロギ ーを 開発 し、使用 して きた 人 々の生態 的適 応 を強 調す る もの であ った。 この視

点は、 現 在 にいた るまで 、生業 活動 に 関心 のあ る極北 人 類学者 の 間 では 中心 的 な もの

で あ り続 け て きた(Boas　l888;Mauss　1906;Spencer　l959;Heinrich　l963;Balikci　l964;Damas

1969;Laughlin　1968,1980;Freeman　 1974;Burch　1975;Kemp　 1971;Wenzel　 1981;Condon　 1983;

Smith　1991)。 一般 的に言 って 、イ ヌイ ッ トや ユ ッ ピックの 社会 関係 や生業活動 は、極北

の環境 に適 応す るため にこれ らの 人 々が創 り出 し、工 夫 を加 えて き た と仮 定 されて い

る。 しか しな が ら、1950年 代以 降の社会 変動研 究 は、生 態学 的要 因 よ りも政治 的要因や

経 済的 要因 が強 調 されは じめ た。 この背 景 には、現 代 の イ ヌイ ッ トや ユ ッ ピッ クの社

会 変動 は、 生態 的な要 因 では な く政 治経 済的 な要 因 に よ って 引 き起 こされ てい る とい

う認識 が人類 学者 の 間で高 ま った こ とにあ る と言 え る。

　 1920年 代 末 まで に、 北米 大陸 の極 北地 域 に居住 す る イヌ イ ッ トやユ ッピ ックは、経

済 的な 観点 か らすれ ば毛皮 交易 にか な り依 存 をす る よ うにな って しま った。 第二 次世

界大 戦後 には、 カナ ダや米 国の政 府 が行政 や経 済発 展 の理 由 で極北 先住 民社 会 に積 極

的 に介入 した。1960年 代 の終わ りまで には、 ほとん どす べ ての イヌ イ ッ トやユ ッピック

は村 落で定 住生活 を開始 したので あ った。 多数 の人類 学研究 が、1950年 代 か ら1960年 代

にか け て多数 の 極北地 域の村 落 で行 なわれ た が、 これ らの研究 の 中心 的課題 は、 伝統

社会 の再構 成、社会 文化変動 や文化変 容 の問題 であ った。 と ころが、1980年 頃 を境 に し

て、そ の前後 では社会 文化変動 研究 には っき りした違 いが ある ことが分 る。1980年 頃以

前 に出版 された 社会文 化変動 研究 は 、先住 民 の社会 や 文 化の変 化 して い る諸 側面 を強
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調す る傾向が 明確 に見 られ る。一 方、1980年 頃以 降 に出版 され た研究 で は、変化 を強 調

す る研究 も存在 す る ものの 、社 会や 文化 の 持続 に焦 点 を合わ せた り、強 調 す る もの が

出 て きた。

　1980年 以降の出版物 に限定す れば、クラウスナー とフォークス(Klausner　and　Foulks　1982)

や プ レテ ス(Pretes　1988)は 、社会 や 文化 の変 化の側 面 を強調 して お り、分 析の枠 組み と

して従属理 論 や世界 システ ム理論 を援 用 して い る。 フ ィエ ナ ップ=リ オ ー ダン(Fienup

-Riordan　1983)や ナ タル(Nuttall　1992)ら は、社会 や文化 の持続や連続 性の側 面を強調 して

い るが、 生業 活動 や その イデ オ ロギ ーに関 心 を よせ て いた。 クラ ウスナ ー らは、 ア ラ

スカの イ ヌ ピア ー ト社 会 や カナ ダの イ ヌイ ッ ト社会 の統 合性 が崩 れ た り、 よ り大 きな

政 治経 済 システ ムに取 り込 まれ るこ とに よ り崩壊 しつ つ ある ことを指 摘 して い るの に

対 し、 フ ィエナ ップ=リ オ ーダ ン らは、 ア ラス カのユ ッピ ックや グ リー ンア ラ ン ドの

カラ リ ッ トの文化 的連続性 を強 調 して い る。 これ ら2つ の タイプの社 会文化 研究 は読 者

に対 し現在 の極北社 会の 変化 と現 状 につい て2つ の全 く異 なるイ メー ジを 与えて いる と

い え よ う。

　 クラス ナー ら(1982)が 指 摘 してい るよ うに、極北 の諸 社会 がよ り大 きな世 界経済 シス

テム や国家 システム に飲 み込 まれ るこ とに よ って変化 を被 って い る ことは事 実で あ ろ

う。 しか し、国 家や世 界 経済 システ ムへ の極 北民 の政 治経 済 的な依 存化 の増 大が 、彼

らの生 活様式 を一方 的 に規 定 した り、方 向づ けてい る と結論 を くだす こ とは で きない。

また、 フ ィエ ナ ップ=リ オ ーダ ン(1983)が 主 張 して いる よ うに 、ユ ッピ ックの間で は、

生 業 のイ デオ ロギ ーが維 持 され、 生業 活動 自体 も社会 経 済的 な観点 か らすれ ば その活

力 を依 然 と して保 ち続 けて い るこ と も事 実で あ ろ う。 しか し、 この 人 々の社 会が 、外

的な政 治 的要 因や経 済 的要 因に関 係 して も深 刻 な変化 を 被 るこ とが 全 くなか った とは

言 え ない。

　 バ リク シ(Balikci　1986:127)は 、 この2つ の研 究 につ いて の書評 の 中で、 これ らの2つ

の異 なる結論 は、極北社 会 におけ る2つ の異 な る現 実 に由来す るの ではな く、む しろ研

究 者 が援用 してい る異 な る理 論 的志 向 ない しアプ ロー チの違 いを 反映 して い ると適 切

に指摘 してい る。 極北社 会の現 在進行 中の社 会文 化変動 を より現実 に即 して記述 し、よ

りよ く理解 す るた めに は、 研究対 象 の村 落社 会 を取 り巻 く外 部社会 との政 治経 済関 係

に特 に注意 を払いつ つ、社 会経済 的 プラ クテ ィに焦点 をあて、先住民 の コ ミュニ テ ィー

の社 会 と文化 を研究 す る必 要 があ る と筆者 は主 張 した い。

　 ア ラ ス カの 先 住 民 社 会 に つ い て な さ れ た 一 連 の 研 究(e.g.　Ellanna　and　Sherrod　l984;

Langdon　1991)、 カナ ダ極 北地域 の ウエ ンゼ ルの研究(Wenzel　 l　991)や グ リー ンラン ドで の

ナ タル(Nuttall　1992)の 研究 が 示 して い るよ うに、 イヌイ ッ トやユ ッピッ クは、貨 幣＝ 生
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業 混交 経済 下 にお いて も生業 活動 を続 け、 この活動 を通 して 社会 関係 を維 持 し、再 生

産 してい るので あ る。我 々が 、現在 の 極北 先住 民社 会の現 状 と社会 変 動 を理解 す るた

め には、所 与の 村落 に おけ る生業 活動 と それ に深 く係わ る社 会関係 に注 目す る必要 が

あ ると思 う。

　現 在 、極北 人類 学 で は研 究課題 が 専 門化 し特 殊化 す る傾 向 が顕著 で あ る。 これ は研

究 の発 展 してい る ことを 示 してい るが、 単 な る専門 化や特 殊 化の進 展 は研究 対 象の社

会 や文化 の全体性 の把 握 の欠如 を招来 し、「木 を 見て森 を見ず 」 とい うことに陥 りかね

ない。 文化人 類学 の最 大 の長所 は、 フ ィール ドワー クに基 づ き対象 社 会の 生活 をで き

るだ け全体 と して理解 しよ うとす るこ とで あ ると思 う。現 在 の極北 人類 学 に欠 けて い

る ことは、極 北社 会 を取 り込 みつつ あ るよ り大 きな政 治経 済 シス テ ムとの 関係 や影響

に十分 な注意 を払 い なが らフ ィール ドワー クに基 づ いて極 北民 の社 会 生活 全体 に関す

る現 代 民族誌 を作 成 す るこ とであ る と主 張 した い。 また 、極北地 域 にお ける社会 変動

や持続 の特質 や地 域 的多様 性 と類似性 を 把握 す るため に は、社 会文 化 変化 のプ ロセ ス

や現状 に関 して 汎極北 的 な比較 研究 を行 な うことが必 要 であ る と思 う。
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ま で、カ ナ ダ の ハ ル 市 の カ ナ ダ文 明 博 物 館(Canadian　 Museum　 of　Civilization)、 モ ン トリオ ー
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シ ン トン市 の ス ミ ソ ニ ア ン協 会 自 然 史 博 物 館 人 類 学 部 極 北 研 究 セ ン タ ー(Arctic　Studies

Center,　Dept.　of　Anthropology,　 Museum　 of　Natural　History　at　Smithsonian　 lnstitution)に て 研 究 に

従 事 す る機 会 を 得 た 。 本 論 文 は 、 こ の 期 間 の 研 究 成 果 の 一 部 を ま と め た もの で あ る 。 こ

の 在 外 研 究 中 に 次 の 方 々か ら ご 助 力 や 教 え を 頂 戴 し た 。 記 し て 感 謝 の 微 意 を 表 わ す も
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利 葉 浩 司 氏 。 ま た 、 在 外 研 究 中 に 長 女 真 代 が 郷 里 の 高 知 で 誕 生 し た 。 こ の 論 文 を 長 女

真 代 と妻 美 和 に 捧 げ た い。 な お、 こ の 論 文 は 、 平 成6年 度 北 海 道 民 族 学 会 第 一 回 研 究 会
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あ る。 本 論 文 を 完 成 さ せ る に あ た り、 ス チ ュ ア ー トヘ ン リ先 生 か ら ご 批 判 、 コ メ ン ト
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 注

(注1)イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク は、 こ れ ま で エ ス キ モ ー と い う総 称 で 一 括 さ れ て 取 り扱

わ れ て き た 。 ま た 筆 者 は 、 これ ま で ユ イ ッ ト(Yuit)と 言 う名 称 を 用 い て き た が 、 北 米 で

の 人 類 学 者 の 用 法 に従 い 、 ユ ッ ピ ッ ク(Yup'ik)い う民 族 名 称 を 用 い る こ と を お 断 り して

お き た い 。 ユ ッ ピ ッ ク と い う 日本 語 表 記 に つ い て は 、 宮 岡(1987)に 従 っ た 。

(注2)1983年 ま で に 出 版 され た 主 要 著 作 に つ い て の 文 献 目 録 に つ い て は 、Arctic　Institute

of　North　America(1953-1971)、 　Murdock　 and　O'Leary(1975)、 　Burch(1977,1979)、 岸 上(1984)

やDamas,　 ed(1984)が あ る。 ま た 、 研 究 や 理 論 の 動 向 に 関 す る 論 考 に は 、　Damas(1975)、

Wenzel(1984)、 　Balikci(1989)、 　Riches(1990)、 岸 上(1990)な どが あ る。

(注3)最 適 採 資 源 理 論(optimal　 foraging　theory)の 概 要 と 問 題 点 に つ い て は、　Foley(1985)や

Durham(1981)を 参 照 さ れ た い 。

(注4)世 界 の 極 北 関 係 の 研 究 所 や 学 会 に 関 す る情 報 は 、Burch(1993)を 参 照 さ れ た い 。

(注5)G.テ イ ラ ー か ら直 接 聞 い た 話 しに よ る と、 ホ ー ク ス は ラ ブ ラ ドー ル で 実 質 的 な フ

ィ ー ル ドワ ー ク を して お らず 、 彼 の ア ラ ス カ で の 体 験 と知 識 を ラ ブ ラ ドー ル の イ ヌ イ

ッ トに 投 影 す る こ と に よ っ て 、 民 族 誌 を 書 き 上 げ た ら し い と言 う。

(注6)こ の 巨 視 的 な 視 点 は 、 す で に1970年 代 にBrody(1975:31-32)に よ って 採 用 さ れ て

い る 。

(注7)ア ラ ス カ 先 住 民 諸 権 益 請 求 措 置 法 の 解 説 お よ び 抄 訳 に つ い て は 、 小 谷(1990:199

-234)を 参 照 さ れ た い
。

(注8)こ の 見 解 は 、 す で に ダ ッ ク ス(Dacks　 l981)に よ っ て 採 用 さ れ て い る 。

(注9)コ パ ー ・イ ヌ イ ッ トの 土 地 利 用 パ タ ンの 歴 史 的 変 化 を 研 究 した コ リニ ョオ ン(Collig-

non　1993)は 、1970年 代 後 半 ま で 、 大 き な 変 化 は な か った こ と を 指 摘 して い る 。

(注10)青 年 層 の イ ヌ イ ッ トの行 動 に関 す る 研 究 は増 加 しつ つ あ る(例 え ばCondon　 l　987)。

マ ッギ ル 大 学 の 大 学 院 生 のE.ロ ー リ ング(Loring)はG.ウ エ ンゼ ル(Wenze1)博 士 の 指 導 の

も と カ ナ ダ の パ フ ィ ン 島 の ク ラ イ ドリバ ー の 若 者 の ハ ン タ ー の 生 業 活 動 を 現 在 調 査 中

で あ る。

(注11)カ ナ ダ の 中央 極 北 イ ヌ イ ッ トの 食 物 分 配 を 研 究 した ダ マ ス(Damas　 l972:237)も 同

様 な 事 例 を 指 摘 し て い る 。
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